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1は じめ に なにを交流すべきなのか
1992年 の ヨー ・ ッパ は マ ー ス トリ ヒ ト幽 の雛 を め ぐ って揺 れ に揺
れ た。ECの 新 憲 法 と いわれ る この条約 は1957年 の ロー マ条 約 を
,新 しい
時代 に対 応 して 改訂 し,21世 紀 まで に単 一布 場,単 一通 貨 を実施 す る とい
う もので あ った。 そ れ だ け にEC加 盟 の政 府 と市民 は,特 別 の関 心 を も っ
て い た。 と くに6月2日,デ ンマ ー ク は,こ の条 約 を国民 投 票 にか けた。
その結 果,こ の条 約 の批 准 を,賛 成94 ,反 対51で 否 決 した。 その後 ヨー
ロ ッパ は,こ の デ ンマ ー ク シ ョックで揺 れ た
。 い や 市民 は この条 約 に改 め
て関心 を もち・ 覚醒 化 した。 フ ラ ンスで も,イ ギ リスで も,ド イ ツで も,
この条 約 にっ いて 市民 討 議 が行 われ,欧 州 は,燃 え た。
こん な中 で,私 た ち は,ヨ ー ロ ッパ 行 きを計 画 して いた ので あ る
。 もち
ろん,間 接 的 に はiわ が経 済学 部 が 自童的 に ヨー ロ ッパ の諸 大学 との学 術
交 流 を どの よ うに進 め るか につ い て は,か な り以 前 か らあ る理 念 を もって
いた。 個 別 的 な形 で・ ロ ン ドン大学 な り,ボ ン大学 な り,ベ ル リン大 学 な
りの経 済学 者 との交 流 は して いた。 だが経 済学 部 と して,主 体 的 に,自 主
的 に ヨー ロ ッパ の諸 大学 との学 術 交流 を もっ こ とはな か った。 それ に は,
さ ま ざ まな理 由が あ る。理論 政 策,歴 史,国 際経 済,財 政,金 融,商 学,
経 営 ・ 会 計 な どの各 部 門 に お いて,組 織 的 な体制 が で きず,ど う して も個
人 的 な分野 で外 国 の大 学 の教 授 ・研究 者 と交流 す る とい う形態 を と らざ る
をえ な い。 各 部 門 の研 究 者 に と って も,個 別 研 究 の 立場 ,方 法 な ど多様 性
を もって い る。 したが って ど う して も部 門 内,部 門間 の交流 が,内 容 的 に
は困 難 で あ る。 た だ共通 して い るの は,そ れぞ れ の1場 を尊 重 して,人 間
的 交流 と学 問 的交 流 を展 開 して い る。 だが 今後 は,経 済 学 教 育 を どの よ う
にす す め るか と い う点 で,交 流 を深 め ざ るを え な い。 と くに若 い研 究者,
中堅 研 究 者 が 中心 に な って交 流計 画 を 立て実 践 して い ただ きた い。
最近,学 部 や大学 全体 と して 自己点 検 を迫 られ て い る。 先駆 的 な学 部 や
大学 で はす で に 自己点 検 委員 会 が発 足 して い る。 学 生 に対 して どの よ うな
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中 味 の あ る教 育 をす るか,ま た学 部 と して社 会 経 済 の ニー ズに どの よ うに
対 応 し,経 済 学 部 の 目的}理 念 を どのよ うに構 成 す るか が 問 わ れて い る。
この 自 己点 検 は,大 学 上 層 部 の管 理職 者 が提 起 す べ きで は な く,研 究者 ひ
と りひ と りの 自己点 検 を通 じて下 か ら組 織化 され,具 体化 され な けれ ば な
らな い。 その場 合,学 部 の歴史,伝 統 を踏 えっ っ,創 造性 を発 揮 して い か
な けれ ばな らな い。 同 時 に先 進国 の学 問 のあ り方 を 自 らの課 題 と して共 有
し,一 方途 上 国 との学 問 的交 流 を活 発 化 し,内 発 的 な交流 を して い く必 要
が あ ろ う。 つ ま り自 己点 検 とは,自 らの学 問 の あ り方 を通 じて,学 生 の
ニ ー ズを洞 察 し,自 己革 新 と自己開 拓 を限 りな く展 開 す る こ とにあ る。 こ
う した視点 を踏 まえ て内外 の学 問 を吸 収 し,発 展 す る ことに あ ろ う。 私 た
ち の ヨー ロ ッパ学術 旅 行 も,こ う した視 点 に 立 って展 開 され た とい って よ
い 。
私 た ちの今 回 の学 術交 流 が,経 済 学 部 と ヨー ロ ッパ の大 学 との交 流 の あ
り方 の序 の ロ を形 成 す る とい う意 味 に受 け とめ られ れ ば よい ので はな いか
と考え て い る。
ヨー ロ ッパ の諸 大学 とい って も,き わ あて 限定 され た大 学,研 究 所,共
同機 関 を選 択 せ ざ るを えな か った。そ れ は,す で に参 加者 が個 別 的 に(経 験
的)交 流 を もった大 学 や 公共 機 関 に限 られ て くる。 私 た ちが選 択 した 大学
は,ロ ン ドン大学 経済 学 部(LSE),東 洋 ア フ リカ研究 セ ンター(SOAS)と
ボ ン大学 国際経 済 政 策 研究 所 で あ り,さ らにEC本 部 で あ り,一 昨年 調 査
した ヨー ロ ッパ に 進 出 して い る い くっ か の 日本 企 業 で あ る。 そ れ に
JETROロ ン ドンセ ン ターに あ る神 奈 川 県 の ロ ン ドン駐 在 事務 所 で あ る。
したが って,先 述 の問題 意 識 に立 って,ま ず ロ ン ドンの生活,計 画 欧
州 の巨大流 通 基地 ドック ラ ン ドにつ い て述 べ た あ と,ロ ン ドン大(LSE)の
経 済学 の学 風,LSEの 研 究教 育,SOASの 研 究 教育,メ ー ジ ャー政権 の苦
悩,英 国経 済 の二律 背 反,そ して ブ リュ ッセ ルEC本 部 の新 しい動 き,ボ
ン大学 で の討 論 そ して再 び ロ ン ドン,欧 州進 出 の 日本企 業 の課題 な ど に
761～ 葡 経 占倫 叢 第28巻 第4≒ ナ
C97)
つ い てn由 に述 べ て み よ う。
以 下,こ う した 目的 を も って,日 程 順 に報告 す る ことに した い。
2ロ ン ドン は変 わ った か
(1)ロ ン ドンで の生 活 ・計画 の メ モ
わ た く しに と って海 外 調 査旅 行 は,い っ も無 意識 の うち に緊張 感 を お ぼ
え る。 ロ ン ドンへ の旅 も,5,6回 以hを 重 ね る。 い つ もそ れ な りの準 備 を
す る。ロ ン ドン人学 の経 済学 部(LSE),東 洋 ア フ リカ研究 セ ンター(SOAS)
に関 す る資料 を調 べ た り,英 国 経 済 の動 きにつ いて調 べ た りす る
。 そ れ だ
けで はな い。92年EC市 場 統 合 に英 国 が どの よ うに対 応 して い るか,通 貨
同盟 に対 して一 定 の距離 を 置 い て い る英 国 が,デ ンマ ー クの マ ー ス トリヒ
ト条 約批 准 拒 否 に どの よ うに対 応 して い るか に深 い関心 を も って い た
。
2年 前,ロ ン ドン大 学 に在 外研 究 員(教 授)と して3か 月滞 在 した経 験
も・ 改 め て 充 分 に 生 か した い と も思 った。1990年 の ロ ン ドン滞 在 は,
シ ョ ッキ ングな経験 で あ った。 ソ連 の解 体 化,東 欧 の 市民 革 命,ド イ ッ統
一
,8月2目 に始 った湾岸 戦争,な どを経験 した。と くに ソ連 ・東 欧 の市民
の 「革 命」 的運 動 を,ロ ン ドンか ら見 る こと,さ らに 同年9月 に は,ベ ル
リン,ポ ー ラ ン ドに も飛 ん で,現 状 をみ た こ と も,私 の従来 の価値 観 を揺
さぶ った。 こ う した経 験 を踏 まえ て 改 め て ロ ン ドンで の情 報 を集積 した い
と思 ったか らで あ る。
もち ろん 出発 前 に は,ロ ン ドン大 学 の経 済 学 部 のD教 授 ,SOASの1専
任講 師 に連 絡 を と って い た。2人 と も夏 休 み 中 で あ ったの で,D教 授 は,ロ
ン ドン滞 在 中 に連 絡 して ほ しい との ことで あ った。1専 任 講 師 とは,約 束
の 日時 を決 め て お いた の で安 心 した。 出発 日の メモ に こ うか いて あ る。
「8月28日(金),15時30分 の全 日空 の201号 便 に搭 乗 。 海道 教 授7松
橋助 教 授 と同 乗。快 晴。 ロ ン ドンまで ノ ンス トップ。機 中 気分 良 し。C .1.
Shinasiの 論 文 「欧 州 統 合,為 替変 動 率,通 貨 改 革 」("EuropeanIntegration ,
ExchangeRatesandMonetaryReform",WoadEconomyX991)を 読 む。統 一
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通 貨 な しのEC統 合 はな い とい う論 調 で あ る。 基 本 的 に賛成 。
20時20分,ヒ ー ス ロー空 港 に着 く。閑 静。税 関 手続 き も簡 単。変 ったな
あ。 ロ ビー を始 め待 合室 に 日本 企 業 の広 告 が ト位 っ 。5ポ ン ドを払 って空
港 バ スに乗 る。 終 点 ラ ッセ ル ・ス ク ウェア に22時45分 に着 く。 有 名 な ホ
テル ラ ッセ ルの前 を通 って,2度 目の滞 在 先で あ るザ ペ ンク ラ ブに着 い た
の は23時 で あ る。質 素 な ホ テ ルで,受 付 の係 員 がで て くる・宿 泊 信 託料 と
して5ポ ン ドと鍵 を交換 す る。 私 の部 屋 は31号 室,海 道 氏 が30号 室,松
橋君 が32膣,31号 室 の設備 が よ くな い.・ 楓 な洋 服 ダ ンスで鍵 が か か
らな い し,通 風 もよ くな い。 机 は中 占品で,脚 が少 し反 って い る。 円筒 形
の鉛 筆 が左 か ら右 へ少 しずっ 転 が る。2年 前 の部屋 よ り条件 はよ くな い。
我慢 す る しか な い。 問題 は多少 条 件 が悪 くて も,仕 事 をす る ことだ。 こ う
きめ こん で,午 前1時,泥 ん この よ うに眠 る1
18月29日(土),午 前8時 起 床 。いっ もの きま りき った朝食 をす ませ た
あ と,改 めて 事務 手続 きをす る。 午 前中,市 内 見学 。 午後,大 英 博 物 館 の
図書 室 の受 付 で,海 道,松 橋 両氏 の5年 間 有 効 の人 場 券取 得 のた め に,2人
を係 員 に紹 介 す る。OK。 そ の あ と ロ ン ドン大学 経 済学 部(LSE)に あ る
ブ ・ソク シ ョップを案 内 す る。 休 み だが,2人 に場 所 を案 内す る。LSEの 受
付 で,ダ サ イ博1の 休 み中 の 出校 日を き く。 彼 は9月1日 に出校 の予定 と
い う。 あ とで電 話 連絡 をす る。 午後7時 部 屋 に着 く。 書類整 理。」
「8月30ヒ1(日),曇,午 前8時30分,朝 食 後 ザ ペ ンク ラブの副 主人 の ア
リス ン女史 に会 う。 ペ ン ク ラ ブ滞 在 中 の郵 便 物 そ の 他 の 雑務 を お願 い す
る。3人 と も自由行 動 。近 くの文 房 具店 で,Thelndependent,Aug.29th
1992を 買 う。約80ペ ー ジ。印象 的 な記 事,見 出 しに あ る 『フラ ンスが マー
ス トリヒ ト条約 拒 否 に よ り近 づ く』(FrancemoresnearertoNo)を よ む。 フ
ラ ンスの民 間 の与 論 調 査(referemdum)で は,マ ー ス トリヒ ト条 約(Treaty
ofMaastrightl992)に 対 して賛成47,反 対53で あ る。デ ンマー ク シ ョック
が フ ラ ン スに イ ンパ ク トを 与え て い る こ とを か いて い る。 反 対 派 の 一†張
は,欧 州 市民 権 を認 め る こと,域 内他 国 人 が地 方 自治 の投 票権 を もち,支
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配 さ れ て し ま う の で は な い か と い う 不 安 ,EC本 部(ブ リ ュ ッセ ル)の
12・000人 の官 僚 に よ っ て 支 配 さ れ る と い う 不 安 な ど に あ っ た
。
こ の 記 事 を み た 瞬 間 ・EC統 合 の 問 題 が
,デ ンマ ー ク シ ョ ッ ク以 後1眠
の 間 に 具 体 的 課 題 と して 浸 透 して き た こ と だ
。 こ の 問 題 は ロ ン ド ン,ブ
リュ ッセ ル,ボ ン,ベ ル リ ン滞 在 中 の 大 き な 研 究 対 象 に な る
。 研 究 意 欲 を
掻 き 立て られ る。」
「8月31日(月),朝8時 起 床,曇 と き ど き晴 ,サ マ ー バ ン ク ホ リデ ー で あ
る。 午 前lllTheEconomist,thelndependentな ど の 記 事 を 切 り抜 く
。
午 後2時S海 道 氏 と休 日 だ がDocklandsを 見 学 す る
。 ホ ル ボ ー ンか ら タ
ワ ー鼻ヒル まで 地 下 鉄 で い き・ そ こ か ら タ ク シー で20分 で 着 く
。 こ の 計 画
は,サ ッチ ャー政 権 に よ る欧 州 で の 英 国 の1業 。hの優 位 性 を 示 す た め の 巨
人 な 港 湾 整 備 計 画 で あ る。2時 間 桿 見 学 して,ド ッ ク ラ ン ドの バ ス停 か ら
バ ス で バ ン クに 行 く
。 途 上,港 湾 の 景 観 を み る と,横 浜 港 よ り,コ ンパ ク
トに 計 画 さ れ て い る。 この 点 は い ず れ 書 き た い
。 バ ン クを 散 歩 し,セ ン ト
ポ ー ル を 見 学 。午 後6時40分 ホ テ ル に 戻 る
。横 浜 市 大 の 村 橋 教 授 来 室 。 ケ
ン トで の 生 活 を き く。 彼 は生 活 に慣 れ る こ とで 精 一 杯 で あ る と い う
。 近 く
の レ ス トラ ン,プ ー ンズ で 会 食 し
,午 後10時 過 ぎ に別 れ る。」
(2)ド ッ ク ラ ン ドの こ と
こ こで ドッ ク ラ ン ドに つ い て の 調 査 結 果 を ま と め て お く
。 い う ま で もな
く,ヨ ー ロ ッパ 人 陸 と離 れ て い る イ ギ リス は,大 陸 と の 緊 密 性 と連 結 性 を
保 持 す る た め に・ ロ ン ド ン港 を1g世 紀 か ら20世 紀 前 半 に か け て 発 展 さ
せ,商L業 発 展 の 基 地 と して 性 格 づ け て き た
。 だ が そ の 後 ヨー ロ ッパ の 商
L業 の 流 通 拠 点 と して 発 展 させ る た め に は,港 湾 の 巨 大 化 が 計 画 さ れ て き
た。 と くに1980年 代 に な ってEC市 場 統 合 の 新 しい 課 題 を 予測 して
,ロ ン
ドン.ド ッ ク ラ ン ド開 発 計 画 を 担 って き た の が ロ ン ド ン ・ ドッ ク ラ ン ド .
デ ィベ ロ ップ メ ン ト ・コ ー ポ レー シ ョ ン(TheL・nd・nD・cklandsDeve1。P .
mentCorp。ration・LDDC)で あ る。 「1981年 は1992年 末 ま で に 欧 州 統 一rl∫
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場 を 創 設 し よ う と のECの 決 定 が 下 さ れ た1985年 の4年 前 に あ た る が,
こ の 年 に英 国 の あ る政 府 機 関 に 対 して あ る職 務 が 与 え られ た。 す な わ ち 欧
州 統 一 市場 に と って 最 重 要 拠 点 と な る こ と が 約 束 さ れ て い る シ テ ィ と ウ エ
ス ト ・エ ン ドとを 合 わ せ た2倍 以 上 の 広 さ の 地 域 の 再 開 発 の 仕 事 が 与 え ら
れ た 」(LondonDocklandsDevelopmentCorporation,1990)す で に186万 平
方 キ ロ メ ー トル の 床 面 積 か ら な る 商1:ビ ル が 完 成 して い る。 だ が 入 居 した
企 業 は2分 の1で あ る。LDDCはt世 界 最 大 の 都 市再 開 発 プ ロ ジ ェ ク トを
担 当 し,土 地 の 取 得,管 理,埋 めrお よ び 処 分 にっ い て 幅 広 い権 限 を与 え
られ て い る(TheLDDChasextensivenowerstoacquire,manage,reclaim
anddisposeofland,ibid.p.6)。 こ の点 で は,U本 の地 域 開 発 に 当 って の 開
発 公 社 の権 限 よ り広 範 囲 な権 限 を 委 任 さ れ て い る。LDDCは,ロ ン ドン開
発 地 域 の 計 画 担 当 当 局 と して 開 発 の 管 理 を 行 って い る。 同 時 に この 港 湾 計
画 に参 加 して い る民 間 企 業 と も密 接 な 協 力 を して い る。1990年 ま で に,英
国 政 府 は,LDDCを 通 じて10億 ポ ン ド以 上 の 投 資 を して い る一 方 民 間 企
業 も80億 ポ ン ドの投 資 を して い る。外 国 の 主 な投 資 企 業 は,ス ウ ェ ー デ ン
のNCC,ア ン グ ロ ・ジ ャパ ニ ー ズ ・テ レハ ウ ス,カ ナ ダ の オ リ ン ピ ア ●ア
ン ド ・ヨー クな どで あ る。 こ こに は新 しい 国 際 的 ビ ジ ネ ス ・コ ミュ ニ テ ィ
の 形 成 を 企 図 して い る。 金 融 機 関 と して も,メ リル リ ン チ・ テ キ サ コ・ プ
ラ イ ス ・ウ ォ ー タ ー ハ ウ ス,バ ー ク レー 銀 行,ミ ッ ドラ ン ド銀 行,ナ ッ
ト ・ウ エ ス ト銀 行 を は じめ,日 本 の 大 企 業 で あ る野 村 証 券 や ロ ン ドン商 品
取 引 所 等 が 進 出 を 決 定 して い る。 こ う した 進 出 の 動 機 の ひ とっ は,シ テ ィ
の 賃 貸 料 が 高 い の で,港 湾 ・都 市地 域 に 移 転 した い か らだ と い う。 だ が,
1991年 以 来 の 不 況 で,計 画 は,順 調 に進 行 して い な い。80年 代 後 半 に,最
新 鋭 の 技 術 を備 え た 次 代 を 担 う成 長 産 業 も ド ッ ク ラ ン ドに 結 集 した 。 例 え
ば コ ン ピ ュ ー タ ー ・ソ フ トウ ェ ア 関 連 企 業,ナ シ ョナ ル ・テ レ フ ォー ン'
シ ス テ ム,テ レハ ウ ス や そ の 他 の 同 種 産 業 が 進 出 して い る。 一 方 ドッ ク ラ
ン ドは 単 な る企 業 の 進 出 に よ る成 長 下 義 を め ざ して い る中 で ・ こ こ に働 く
人 々 の 住 宅,教 育 施 設,福 祉 施 設 な ど も完 備 させ,そ の経 済 援 助 も計 画 し
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て い る・ 住 宅 に つ いて は1万5 ,000戸 を準 備 し,そ の関 連 コ ミュニ テ ィ_
セ ン ター も作 った。新 住 宅 は,ワ ンル ー ム ・マ ンシ ョンか ら家族 向 け住 宅,
また テ ー ム ズ川 を見 ドうす ビク トリア時 代 の倉 庫 を改造 した豪 華 な ペ ン ト
ハ ウ スまで ,さ まざ まな種類 の住 宅 を計 画 した。LDDCと 協 力す る民 間企
業,住 宅 協 会,地 方rl治 体 との 共同 作業 で住 宅施 設 を計 岡 し
,現 在 はそ の
途 中 で あ る・ コ ミュニ テ ィー,レ ジ ャー及 び レ刎_シ ョン
,住 宅施 設
な ど ロ ン ドンにお け る一 大港 湾 都 市で あ る。 環 境 と して の 景観 につ いて み
る と,水 辺 の景 色 は,180ヘ ク タール にわ た る ドック と90キ ロメ ー トル に
お よぶ 水辺 か ら成 り独特 な市街 中心 地 と して の地位 を築 く・∫能 性 を も
って
い る。 私 た ちが 見学 した と きの状 況 もそ うで あ った
。
また ロ ン ドン ・ ドック ラ ン ドに は,他 の国 の港 湾 で はみ られ ない独 自の
空 港 が あ る・ この 空 港 か らは欧 州 の 腰 都 市 との 間 に ジ ェ ッ 磯 お よ び
ター ボ プ ロ ップ機 の便 もあ る。 所 要 時 間,模 か に10分 とい うチ ェ 、ソクイ
ン'タ イム と 「な ん で もや る("Cando")」 とい う取 り組 み の姿勢 を取
って
い る。 急 速 に拡 張 を して い る ス タ ンステ ッ ド空 港 は
,ロ ン ドン ・ ドック ラ
ン ドへ 車で40分 とい う近 距 離 に あ り,第2の 国 際 ・国 内 空 港 と して の メ
リッ トを この ドック ラ ン ドに もた ら して い る とい う。だが,資 金力 不足 で,
この点t分 に機 能 して い ない。 日本 か らの 資金援 助 を歓迎 す る といわ れ て
い る。
ロ ン ドン ・ドック ラ ン ドが欧 州 最人 の商 品流 通 市場
,金 融 市場 の 中心 地
とす る に は,欧 州 景 気 の回復 を まつ ほか な いで あ ろ う。 それ だ けで な く,
この ドック ラ ン ドは・ 環 境 ア セ ス メ ン トが どれ だ け され て い るのか疑 問 に
思 った。 この点 は こん この課題 で あ ろ う。 サ ッチ ャーの成 長 政策 の シ ンボ
ル と して の ドック ラ ン ド計 画 も,改 めてEC経 済 の好 転 の中 で,環 境 を含
めて再 編 成 され な けれ ば な らな いで あ ろ う。
それ だ けで な く・ 改 め てEC統 合 と港 湾 整 備 の研 究 を地 道 に して い く必
要が あ ろ う。この点 は今後 の課題 で あ ろ う。こ こで,9月1日 の メモ を紹 介
して お く。
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「9月1日(火)晴,朝9時 ホテ ル を出 てt地 下鉄 駅 ホ ル ボー ンか らグ リー
ンパ ー クへ 行 く。 グ リー ンパ ー クか らジ ェ トロ ・ロ ン ドン事務 所 の隣 にあ
る神 奈 川県 ロ ン ドン事務 所 ま で歩 いて10分 。県事 務 所 の高 橋 氏 と会 う。英
国経 済 の動 向,マ ー ス トリヒ ト条 約 につ いて の英 国政 府,経 済 学 会,市 民
の動 向 にっ いて2時 間 程懇 談 。 この点 につ いて は あ とで整 理 す る。 もち ろ
ん,ロ ン ドンに進 出 して い る県 の企 業 の動 向 につ いて も討 論 す る。 こち ら
の資料 も準 備 して問題 点 を明 らか にす る。 海 道,高 橋 の両 氏 と3人 で,近
くの 日本 料 理 店 で 昼 食 を と る。 そ の あ と ロ ン ドン大 のSOASに 行 く。13
時30分SOASの 応 接 室 で 再 会 を 約 束 した1司大 学 の1講 師 と会 う。 ま え
も って質 問項 目を準 備 す る。約1時 間,`rに わ た って懇 談 す る。SOASの 教
育 は,一 質 して少 人数教 育 に徹 底 して い ると い う。 この あ と,3時30分,
NHK欧 州総 局 長 の坂 本 勝氏 と森 島氏 との約 束 のた めSOASを 離 れ る。
1日 中,忙 しい。1週 間 の仕 事を1日 で 片付 け る とい う超 時 間 の調 査 で あ
る。日本 の研究 者 は ど う して 「ゆ と り』を もた な いの か と反省 して ・夕6時
に ペ ンク ラブに帰 る。」
(3)ロ ン ドン 大 学 経 済 学 部(LSE)の 伝 統 と 学 風 近代 経済学 史の 中の ロ
ン ドン学派 に つ い て
わ た く しが 英 国 で よ く利 用 す る 大 学 は,ア カ デ ミ ッ ク な 雰 囲 気 と歴 史 と
伝 統 を も っ て い る ケ ンブ リ ッ ジ大 学 や オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 で は な く,庶
民 性 の 中 に ア カ デ ミ ッ ク な歴 史 と伝 統 を もつLSEで あ る。 も ち ろ ん20世
紀 初 頭 の イ ギ リ ス の 経 済 学 が オ ッ ク ス ブ リ ッ ジで 形 成 さ れ た こ と は よ く
知 っ て い る。A・ マ ー シ ャ ル(A.Marshall,1842～1924)の 『経 済 学 原 理 』
(PrinciplesofEconomics,1890)の 権 威 が 支配 し,ケ ン ブ リ ッ ジ学 派 を 形 成
した 。 この 学 派 の 中 か ら批 判 者 が 生 ま れ た。 そ の 批 判 者 はJ・M・ ケ イ ン
ズ(J.M.Keynes)で あ り,そ の 主 著 で あ る 『雇 用 ・利 子 ・お よ び貨 幣 の 一
般 理 論 』(TheGene・alThe・ry・fEmpl・yment,lntere・tandM・ney,1936)が
そ の 内 容 で あ る。わ た く しは,こ う し た近 代 経 済 学 の 本 を,マ ル ク ス の 『資
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本 論 』 に挑 戦 しつ っ 学 生 時 代 よ く読 ま さ れ た も の で あ る。 ケ イ ンズ は
,従
来 の 経 済 学 に対 して,現 実 の 経 済 問 題 分 析 に 噴 点 を お い た 。 例 え ば 彼 は失
業 と か 利 子 率 とか 貨 幣 の 需 要 ・供 給 問 題 な ど に取 り組 む よ う に な り
,と く
に 第2次 大 戦 後 の イ ギ リス経 済 学 へ の イ ンパ ク トを 与 え た こ と も有 名 で あ
る。 さ ら に こ の ケ イ ン ズ批 判 と して 登 場 した の が
,ジ ョ ン ・ピ ソク ス(J,
Hicks,1904～)で あ っ た。 そ れ は 「ケ イ ン ズ と 占典 派 経 済 学 」(Mr
.Keynes
andthe"Classics",Econometrica ,Aprill937)に 表 明 され た。 と くに彼 の 「価
値 と資 本 』(ValueandCapital,1930)が 厚 生 経 済 分 析 を展 開 した こ とで 有 名
で あ る。
こ う した ケ ン ブ リ ッ ジ学 派 の 流 れ の 紆 余 曲 折 の 中 で
a新 し く登 場 した の
が ロ ン ドン人 学 の 近 代 経 済 学 者 た ち で あ った 。L・ ロ ビ ン ズ(L .Robbins,
1898～1984),F・A・ フ ォ ン ・ハ イ エ ク(F .A.vorlHayek,1899～),N・ カ
ル ドァ(N.Kalldor,1908～86) ,た ち で あ った 。 ロ ン ドン学 派 の 内 容 は きわ
め て 多 様 性 を も って い た 。LSEの 建 物 の 中 に 人 き く き ざ ま れ て い る ロ ビ ン
ズ は,経 済 学 を 希 少 な 資 源 の 合 理 的 配 分 を 追 及 す る学 問 で あ る と 強 調 し
た。 ロ ビ ンズ は 『経 済 学 の 本 質 と意 」(AnEssaycantheNatureandSignif-
icanceofEconomicScience,1932)を 書 き ,財 に 対 す る効 用 の 各 個 人 間 比 較
は不 可能 で あ る と してA・Cピ グ ー(A .C'Pigou,1877～1959)の 厚 生 経 済
学 を 批 判 した の で あ る。
ロ ビ ン ズ は ,LSEの 経 済 学 を,当 時 の 近 代 経 済 学 の 分 野 で,「 世 界 的 水 準 」
に 引 き あ げ た と い わ れ て い る。そ の 筋 の 専 門 家 に よ る と
,当 時LSEの 経 営
者 は,ウ ィ リ ア ム ・ヘ ン リ ー ・ベ ヴ ァ リ ッ ジ(WilliamHenryBeveridge ,
1879～1956)で,オ ッ ク ス フ ォ ー ドの ニ ュ ー カ レ ッ ジ に い た ロ ビ ン ズ を
LSEに 招 聰 した と い う。 た だ しLSEの 政 治 経 済 学 の 権 威 者 で あ るH・ ラ
ス キ(HaroldLaski,1893～1950)は 強 く反 対 した と い わ れ て い る
。 この ロ ビ
ンズ の 弟 子 が カ ル ドア で あ り,ま た 同 時 に ロ ビ ンズ はハ イ エ ク の 『貨 幣 理
論 と 景 気 理 論 』(GeldtheorieundKonjunkturtheorie,1929)に 影 響iを う け た
よ うで あ る。
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こ こで わ た く し は,英 国 の近 代 経 済 学 史 に っ い て 語 る の で は な く,ロ ン
ドン大 学 経 済 学 部(LSE)を 紹 介 す る に 当 ってTロ ン ド ン学 派 の 簡 単 な 流 れ
を 素 描 す る こ と は さ け られ な い と思 った か らで あ る。 と くにLSEと ロ ビ
ン ズ の経 済 学 と は 切 り離 す こ とが で き な い課 題 で あ る。
彼 は1898年11月22日 に 生 ま れ,1915年 ロ ン ド ン の ユ ニ ヴ ァ ー シ
テ ィ ・カ レ ・ソジ に入 学 す る。 第1次 世 界 大 戦 に 参 加 し,3年 間 の軍 隊 生 活
の あ と,大 学 に 復 学 す る こ と に 意 欲 を 失 っ た と い う。 ホ ブ ソ ン(sU
Hobson)の ギ ル ド社 会 主 義(NationalGuild,1912)の 影 響 を うけ た。 そ の 後
LSEに 入 学 し,経 済 学 を 学 ん だ 。 当時 のLSEに は,英 国 の 失 業,貧 困 な ど
社 会 問 題 を ど の よ う に解 決 す る か の`.ｬ'-a厚な 問 題 意 識 を も っ た研 究 者 が 集 っ
て い た。 シ ドニ ー ・ウ ェ ップ(SidneyWebbs,1859～1947)と か バ ー ナ ー ド ・
シ ョウ(BernardShaw,1856～1950)と か の協 力 でLSEが 設 、γさ れ た 。 も ち
ろんLSEは,オ ッ ク ス ブ リ ッ ジ に対 抗 して,庶 民 的 雰 囲 気 を も ち,臼 由 な
研 究 と社 会 進 歩 の た め の 自立 した 学 風 を も っ た 人 学 で あ り,経 営 者 は人 事
につ い て も公 平で あ った とい う。当時 ロ ビ ンズが育 ったLSEに は,政 治 学
で は,G・ ウ ォ ラ ス(G・ahamWalla・1558～1932),金 融 ・貨 幣 論 で は フ ォ ッ
ク ス ウ エ ル(Foxwell)な どが い た(根 井雅弘 『現 代 イ ギ1,ス 経 済学 の群像』第4
章,1989年,岩 波 書店)。
1993年 のLSEの 資 料 に よ る と(TheGraduateSchoolHandbook),「LSE
(TheLondonSchoolofEconomicsandPoliticalScience)は,ス ク ー ル の モ ッ
トー で あ る"Rerumcognoscerecausas"一 一 事 物 の 動 き の 諸 原 因 を 知 る
た め に と い う言 葉 で,社 会 的 諸 原 因 を,研 究 ・調 査 す る た め に1895年 に 設
立 さ れ た 。 ロ ビ ン ズ は,こ の 言葉 を 愛 した よ うで あ る。 ロ ビ ン ズ は,H・ ド
ル ト ン(HughDalton)とH・ ラ スキ(HaroldLaski1893～1950)を 教 師 と し
て い た よ うだ 。
当 時 学 士 号 を取 得 す る に は,経 済 学,政 治 学,歴 史 学(経 済史,政 治 史)
に 関 す る3本 の 論 文 と2つ の 外 国 語 を必 修 と した 。 ロ ビ ン ズ は,1923年 に
r業 し,1年 間 助 手 を務 め た。 そ の あ と オ ッ ク ス フ ォ ー ド大 学 の ニ ュー カ
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レ ッ ジ の 専任 研 究 員(Fellowship)と な り,1929年,ド ル トンの 招 聰 で教 授
に な っ た・31才 の 若 さで あ っ た 。教 授 就 任 に 対 して
,ど ん な 理 由 か 不 明 だ
が,政 治 学 者 ラ ス キ は反 対 した と い う。
そ の 後 ロ ビ ン ズ は,「 経 済 学 の本 質 と意 義 』 で
,ロ ン ド ン学 派 の 中 心 的 存
在 に な っ た。 さ き に もふ れ た よ う に,ロ ビ ン ズを 中 心 に ハ イ エ ク
,カ ル ド
ア,ア バ ・ラ ー ナ ー(AbbaLerner ,1903～),ロ ナ ル ド ・コ ー ス(Ronald
Couse),ア ー サ ー ・ル イ ス(ArthurLewis)等 が 頭 角 を 現 わ す よ う に な
っ
た。 第2次 大 戦 後,ロ ビ ン ズ は,1947年 に 「戦 時 と 平 和 時 に お け る経 済 問
題 』 鰭 き・ ケ イ ン ズ 礒 に傾 斜 して し・っ た.1952年 に はr,横 派 経 済 学
の 経 済 政 策 』 を 公 刊 し,政 策 思 想 史 に 興 味 を もっ よ うに な った 。 ま たLSE
の 経 済 学 風 の 構 築 に 多 大 の 貢 献 を した。
ロ ン ドン 大学 経 済 学 部(LSE)と ロ ン ド ン学 派 の 関 係 を 明 らか に した う
え で・ 現 在 の ロ ン ドン大 学 の学1諏 得 コ ー・スを 述 べ た 方 が
,日 本 の 学 生 に
と って も参 考 に な る の で は な い か と思 って ,以 ド紹 介 す る。
(4)LSEの 学 部一 コースについて一　
今 日のLSEは,社 会 的関 連 性 の 中 で の人 々の公 平 な研 究 が 個 別 的,社 会
的 福 祉 を もた らす こ とに求 め て い る。 複雑 で,急 速 に変 化 す る 世界 を客観
化 す る にあ た って,LSEは と くに,教 育,研 究 ,学 術(学 問)に お け る優 位
性 を強調 し,将 来 の展 望 に 、Zって,経 済 的,政 治 的,社 会 的 諸科 学 を通 じ
て そ の原 理 を導 出 し,国 内 的 に も国 際 的 に も,世 界 の諸 問 題 をt"体 的 に改
革 し,そ の 原 理 を導 出 す る こ とで あ る。 こ う した理 念 を鼓 舞 す る こ と に
よ ってLSEは ・ 学 生 に 対 して開 放 性 と関連 性 を結 びつ け た知 的 厳 格 性 を
も った個 別 的 資質 のみ な らず最 高度 の秩 序 の職 業的 能 力 を発 揮 す る こ とを
求 め て い る。LSEの 教 育,研 究 は,基 本 的 に各 人 の1`由 を保 障 して い る こ
とに あ る・ 社 会 的関 連 性 の 中 で,た え ず個 人 と社 会 の福 利 を追 及 して い る
こ とにそ の特質 を 見 出 して い る。
LSEに 学 ん で い る学 部 の学 生 は約2 ,000人 で,そ の うち500人 が パ ー ト
{gg)
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タ イ ム の 牲 で あ り講 義 を う け て い る.・ マー ト タ イ ム の 学 生 はLSEの 全
学 生 の40%に あ た る。LSEの 学 生 は,学 部 の 段 階 で 研 究 も,特 殊 性 の 研 究
を 発 展 させ る た め の 先進 的 指 導 と訓 練 を う け られ る。 ま た特 別 な課 題 に っ
い て の 職 能 的 資 格 を 取 る こ と も準 備 さ れ て い る。 研 究 を 下 と す る学 生 に
は,。 ン ドン大 学 の 学1お よ び修 トを と る こ と も準 備 され て い る・ 学 贋
格 を 取 得 せ ず に短 期 間 在 学 して 研 究 す る こ と も保 証 して い る・
LSEは 研 究 業 績 の 発 表 機 関 を も ち,経 済 学 の 分 野 で は,JournalEcono-
mica(四 季報)を 公i=llし,経 済 史,統 計 学 の 分 野 で はTheBritishJournal
ofSociologyを 公i=Uし て い る。 産 業 関 係 の 面 で はtheBritishJournalof
IndustrialRelationsを 公1=llし て い る。 さ らに す べ て の 国 の 交 通 の 発 展 と
そ の 他 の 関 連 機 関 の 発 展 に 関 した 論 文 を 掲 載 して い る学 会 誌 と して バ ー ス
大学 と 畑 で 編 集 して い るTheJ・urna1・fTransp・rtEc・n・micsand
Policyが あ る。 そ の 他,TheJournalsPopulatiorlStudies,Journalof
InternationalStudies,GovernmentandOppositionな ど を 公i二1」して い
る。 わ た く し も,JournalEconomica,JoumalofInternationalsStudies
な ど はか な り利 用 し た。 い ず れ も格 調 の 高 い論 文 を 収 め て い る・ 大学 事 務
局 の話 で は,学 部 の 学 生 や 院 生1よ か な り読 ん で い る と い うか ら・ 卜捧 の
経 済 学 部 の 学 生 よ り研 究 に 高 い 関 心 を も って い る こ とが わ か る。 そ の 他 政




BibliographyoftheSocialSciences,そ の 他 数 多 くの 個 人 著 書,講 義 の
叢 書 を 公 刊 して い る。 こ の 点 の 著 書 はLSEの 建 物 の 一 角 に あ る エ コ ノ ミ
ス トブ ッ ク シ ョ ッ プ で 販 売 さ れ て い る。
学 生 はヂ ー貰 して 小 中 嬉巴模 の ゼ ミナ ー ル と講 義 を受 け て4'る の で ・ わ が
大 学 の ゼ ミ以 外 の 大 中 規 模 教 室 の講 義 と は違 って い る。 私 た ち は改 め て 学
ぶ 必 要 が あ る。い っ か 同 大 学 のM教 授 と懇 談 した と き,わ が 大 学 の 実 情 を
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話 した ら異常 で あ る とい って いた。500人 規模 の講 義 が10以 上 あ る とい っ
た ら彼 は驚 いた。LSEの 講 義時 間 は60分 で,50人 以 下 の受 講 生 で,教 授
は週2～3コ マ で あ り・ あ とは研 究 に没 頭 す る とい うの で あ る
.も ちろん,
教 務,学 生 な どの教 育行 事 に は,交 替 で参 加 し,集 中的 に仕 事 をす る とい
うの で あ る。 私 た ちの経 済学 部 の学 生 は,第1部 に約3,500人,第2部 に
約1,500人 が学 ん で い る。LSEの 規模 よ り人 きい。91か ら92年 のLSEの
ハ ン ドブ ックに よ る と
・ 学部 ・ 大学 院 を含 めて学 生 数 は4 ,771人 で,教 育
と研究 ス タ ッフは330人 で あ る.学 部{学生 の割 合 は,男 性 が32.5%,女 性
が2L7%で あ り・院 生 で は男性 力a25 .7%,姐 が20.1%で あ る.出 躬llに
み る とf英 国 出 身 が圧 倒 的 に 多 く,49.2%で,半 数近 い。 次 ぎ は ヨー ロ ・ソ
バ で,18.1%,ア ジア14.0%,北 米ll.4%,ア フ リカ4 .5%,南 ア メ リカ
2・1%の 順 に な って い る。名 実 と もに国際 的 大学 で あ る
。わが 人学 で は未 だ
考 え られ な い。 そ れ に して も,学 生4 ,771人 に対 して教授 陣(教 育.研 究を
含めて)330人 で あ るか ら,学 生1人 当 りに対 して14人 の教 師 が っ いて い
る こ とにな る。 い まの経 済学 部 は,学 生1部2部 の約5
,000人 に対 して教
授 陣47人,非 常 勤 講師70人,事 務 職 員,法 人管 理 者 を学 生 数 に比 例 配 分
して・経 済 学 部 に50人 を割 当 た と して も,合 わ せ て約120人 た らず で あ る
か ら,教 師1人 当 り50人 ,直 接教 授 して い る もの に と って は教 師1人 当 り
学 生 数80人 以Lを うけ もっ ことに な る。 これ で は大 学 の教 育 の質 を高 あ
る こ とはで きな い ので はなか ろ うか。 学 生 と教 師 が 真 剣 に 考え て経 済 学 部
の改革 を 下 か ら経 営 者 に訴 え な い限 り,改 革 は難 しいの で はな いだ ろ うか
(この点 は・ いずれ正確に計算 し提 爵してみたい)。
つ ぎに ロ ン ドン人学 の大学 院 の研 究 ・教 育 につ いて紹 介 す る
。LSEは,
哲 学修f(MPhil),哲 学 博 士(PhD)の 学 位 を 与え るた め に適 切 で質 の高 い
研 究 ・教 育 体 制 を準 備 して い る。 修1学 位 を修 得 す るた め にLSEは 次 の
分 野 を提供 して い る。
L会 計 ・金 融2.分 析,情 報 シ ステ ムの デ ザ イ ンと経 営3 .刑 事法政
策4.人 口統 計学5.開 発 研究6.経 済学7 .計 量経 済学 と数 量経 済
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学8.繍 史9.ヨ ー ・ ッパ 研 究1・ ・地 鮮11健 康 計 画 と鍵
12.住 宅 学13.産 業 関 係 論 と人 的 経 営 学14.情 報 シ ス テ ム発 展 論
15.国 際 会計 と金 融16.国 際 関 係 論17.論 理学 と科 学 的 方法18.メ
デ ィア と コ ミュニ ケ ー シ ョン19.オ ペ レー シ ョナ ル リサ ー チ20・ 社
会 科 学 の哲 学21.物 理 学 の 哲 学 的 基 礎22.政 治 学23.世 界 経 済 の
政 策 学24.地 域 的 都 市 計 画 論25。 経 済 学 と政 策 形 成 論26.行 政 学
と社 会 調 査 研 究27.社 会 人 類 学28.社 会行 動 論29.途 上国 に お け
る社 会 政 策 と計 画30.社 会 心 理 学31.社 会 学32.社 会 学 と統 計学
33.統 計学34.地 域研 究
(芸術学部,科 学部,法 学部のプログラムは省略)
なお経済学部 の教授陣 は次 の通 りであ りi原 文 のまま紹介す る。
LSEの 経済学部教授陣 リス ト
DepartmentofEconomics
κ.D.Acemoglu,BA(York),MSc;LecturerinEconomlcs.







































































































咄 所)Th・L・nd・nS・}1・ ・1・fE・ ・n・micsandP・}liti・alsci,nce
,The(J,ad。at。S、h。 。l
Handb`〕ok,1993 ,P.40～41.
※ こ の 点 ・ ロ シ ア 共 和 国 に 訂1}1し て い な い
。 鈍 感 で あ る 。
(5)LSEの 大 学 院 の こ と
以 との よ うな豊 富 な教 授 陣 に よ って,経 済 学 部 の講 義 とゼ ミナ ー ルが成
り立 って い る。 博 一f_課程 を認 め られ た学 生 は,第1年 目 は系 統 性 を もった
研 究 プ ロ グ ラムを第1年 目 に組 み,修f課 程 の研 究 の 延長 線 上 に位 置づ け
て い る。学 生 は,ス ー一パ ーバ イザ ー(研 究教育指導者)の 助 薄を え て
,初 期
の段 階 で 自 らの研究 プ ラ ンを討 議 し,研 究 目標 を もって ゼ ミナ ー ルに参 加
す る。 学 生 は,経 済 分 析 の課 題 に参加 し自 らの 宅体 的 な研 究 を示 す こ とに
あ る。
LSEは ボ ン大 学 と フ ラ ン ス の オ ー ル社 会 科 学 院(theEcoledesHaute
s
E#.udesenSciencesS。cialES-EHESS)と 協力 して
f学 生 の研 究機 会 を開 放 し
て い る・ 学 生 の研 究 論 文 の訓錬 と準 備 の た め に ヨー ロ ッパの学 位 課 程 の カ
リキ ュ ラム を取 得 す る こ と もで き る。 この点 ,9月7日 にお会 い した ボ ン
大学 の国 際経 済 政 策 研究 所 の所 長J・M・ ノ イマ ン教 授 は,LSEと 単位 交
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換 を し,学 生 は意 欲 的 に研究 して い るとい って い た こと と符 合 す る。
と こ ろで,当 り前 の こ とで あ るが 剛 澱 呈の志 原賭 は・修{二 の学 位 を
も って い な け れ ば な らな い し,海 外 の 人学 か らの応 募 者 は修+の 学 位 を
もった うえ で訊 験 を うけ る こ とが瀦 づ け られ て い る・な お92年 の哲 学
修L,博Lコ ー スの学 生 は50人 で あ る。
修i課 程 の カ リキ ュ ラムを み る と,経 済学 専攻 者 は,92年 に125名 で,
フル タ イム の学 生 に と って は専 門 分 野 の 経 済 学 を1年 間 で履 習 し,パ ー
ト.タ イムの学 生 は,2鞘 か1ナて学 習 しな けれ ばな らな い・ さ ら1こ4科
i-1につ いて 論 文試 験 を うけな けれ ば な らな い・ そ の第1は ・ マ ク ・経 済学
1かHの いず れ か を受 け る こ と,第2は ミクロ経 済学1かnの いず れ か を
受 け る こ と,第3は 経済 研 究 の方法1かIIの いず れ か を受 け る こと,第4
に汗 経済 思 想 史 ∬ 国 際 経済'羊 上「投 資 と金 融 の経 済学 」「労 働経 済'≧」「貨
幣経 済 学 」 「公 蛉 融!「 産業 の経 済'≠.」「途 姻 とそ の発 脚 経 済 学 」 「経
済 シ ステ ム改 鞘 」「経済 的 不 碍 」1砂 ム のf輪 」「資 刺 暢'会 社 と課
税」 の いず れ か1課 目を選択 す る こと にな って い る。
経 済学 部 の研 究 方針,修 国)捌 キ ュ ラムをみ る限 り・ 一 貫 して・ 近代
経 済 学 を 淋 に応 用経 済学 を身 につ け湘 広 い研 究 者を養 うこ とを1ｺと
して い る。 ともあれ,LSEの 中 で,経 済学 の カ リキ ュ ラム は豊富 で あ る。
っ ぎに国 際 関係学 科 につ いて の研究 対 象 を紹 介 す る。1991～2年 にか け て
修i課 程 ・博{課 程 の学 生 は51名 で,以 ドの分 野 の何 れ を も研 究 の対 象
とす る ことが で きる,と あ る。 国 際政 治 制度 の起 源 と機 能,国 際 関係 の近
代 な らび に 占典 的理論,国 際 商業,貿 易,金 融 に関 す る政 治問 題 に特 別 に
弔点 をお い た理 論 な らび に経騨 こ関す る国 際経 済汝 全保 障 辮 干の管 理
及 び国 際 経済 の諸分 野 と国 際経 済 関係(通 貨,貿 易,資 源,技 術)に 関 す る国
際 機 関 な らび に国際 システ ム機 構,外 交政 策 の分析 と一 般 分 野 の問 題,ま
た は個 々の国 家(ア メ リカ,漣,・1帆 フランス,ド イツ・イン ドネシア・イ ン
ド,イ ギ リス… 噂 ん と日本が入 っていない)ま た は国家 グル ー プ 供 産圏,
ヨ_ロ 、.パ,77か 国 グループ)に 適 用 され る意思 決 定 の理論 ・地 政学 的地 域 ま
幽 同
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たは政 治問題 の分野 に関す る国際政治学yECの 発展 と機能,戦 略的研究,
女性 と国際関係,軍 縮 な らびに軍備制限,国 際査察。紛争 分析 と平和理論,
国際関係 に及 ぼす民族}義 の影響,国 際関係に関す るその他同種の(cog -
Hate)分 野。 研究過程 の学生 は初年度 に研究 方法論 に関す るゼ ミ出席 を必
要とす る。 また国際関係 の特別分野 に関 して少 な くとも一 っのゼ ミを取 る
必要が ある。学生 の研究の進展度合 は,各 年度 末に,国 際関係学 部の教授
団・ それに指導教授 によって評価 される。国際関係学科の研究対象 もかな
り豊富であ る。 教授陣 その他 にっいて は本研究 ノー トの末尾 に参考資料1
と して原 文を掲 載 してお いた。
(6)ロ ン ドン大 学 東 洋 ・ア フ リ力研 究 所(SOAS)に つ い て
SOAS(TheSch・ ・1・fOrientalandAfricanStudies
,University。fL。nd。n)
は ロ イ ヤ ル ・チ ャ ー ター(勅 許状)を 受 け
,1916年 に ロ ン ドン大学 の カ レ ・ソ
ジ に な っ た 。1943年 に ブ ル ー ス ベ リー の 現 在 の 構 内 に移 転 し
,1973年 の 新
築 完 成 を ま って 人 き く拡 張 した。LSEは ,私 た ち の 滞 在 して い た ペ ン ク ラ
ブ に 近 く,歩 い て5分 の と こ ろ に あ る
。わ た く しは,1969年,76年,90年 ,
92年 ・ ロ ン ド ンに 滞 在 した と き
,こ の ホ テ ル とBedford通 りの ホ テ ル を よ
く利 用 した。LSEと 大 英 博 物 館 の 図 書 室 も,よ く通 っ た し,J.A .ボ ブ
ソ ンの 文 献 も こ う した 場 所 で 調 査 し た も の で あ る
。 と も あ れSOASは ロ
ン ドンの 中 心 に 位 置 し,大 英 博 物 館 の 近 くに位 置 して い る。SOASは タ ウ
ンユ ニ バ ー シ テ ィで あ る。SOASは も と もと ア ジア と ア フ リカ の 語 学 を 教
え る一 連 の 学 部 と して 発 足 した 。1938年 に 現 在 の 名 称 に 改 め た
。 日 本 で い
え ば,東 京 外 国 語 大 学 に お け る ア ジ ア,ア フ リカ の 詩語 を 習 得 す る外 語 学
校 と して 発 足 した と い って よ い。 戦 後,次 第 に人 類 学 7法 律,経 済 学,政
治 学 ・ 地 理 学 ・ 歴 史 学 ・ 音 楽,言 語 学 な ど創 造 的 文 化 的 学 部 を も っ て 発 足
す る よ う に な っ た。 そ の 後,音 楽 ,芸 術,考 占学,宗 教,哲 学 が 学 部 内 の
セ ン タ ー と して の 役 割 を 要 請 され る よ う に な った
。 永 い カ レ ・ソジか ら,学
部 へ の 成 長 の 結 果 と し てSOASは 現 在 世界 に お け る ア ジ ア
,ア フ リカ研
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究 の指 潮 地髄 占 めて い る.日 本 の ア ジア経 済研 究 所 よ りは るか に研究
領 域 の量.質 に おい て秀 れ て い る といわ れ る・S・ASは ・ 約200人 の輔
研 賭 と約7・ 珊 以 上 の購 を も って い る・と くに ア フ リカ研 究 は・1吐界
に お い て最 も轍 あ る研 究 機 関 と い わ れ て い る・ だ が この10イ 燗 サ ッ
チ ャー政 権 時 代 に 櫛 を圧 縮 され,ア フ1功 研 究 者 が減 って い る とい う・
S。ASは,ア ジァ ・ア ブI」カの オ リジナ ルの研 究 の地 位 を・ 融 社 会 の教
育 の中心 と してイ慣 づ けて い るだ けで な く・私 が みて 棚 代 隙 こお け る
ア ジァ}ア フ リカ のす べ ての側 面 を総合 餅Jに研究 す る機 関 と して,..な 役
割 を果 して い る と思 う。
SOASの 教 授 陣 は,語 学 と教 養 を基 礎 と した一セ要 な5っ の地 域研 究 の学
部,す なわ ちイ ン ド学 と南 ア ジア研究,東 南 ア ジア及 び諸 島の研 究 ・隙
研 究沖 近 東研 究,ア フ リカ研究 の学部 に配 置 され て い る・ 残 りの8つ の
学 部 は,そ れ ぞれ の研 究 原理 に基 づ いて,音 声 語 学・ 職 法 学 ・ 都
社 会学,経 済学,政 治学,地 理学,芸 術 と文化 噸 学 鱒 門領 域 で あ る・
多 くの学部 と修1課 程 の教 育 は,学 部 を基 礎 に組 織 され て い るとい う。
SOASの 教 育 研 究 の特 色 は瀦 ん どす べ て の メ ンバ ーが ア ブ1功 また は
ア ジァ の研 究 に縮 し,地 域 に関 連 した1京蜘 鞭 を おい た教 育 と連 動 さ
せて い る と ころに あ る.研 究 と教 育 の た めの 強 力 な内1腱 関性 を もたせ て
い る と ころ に この研 究 所 大学 の特 色 が あ る。 そ の他,SOASは,エ コノ ミ
ス ト,弁 護1二,社 会 人 類学 者,政 治 科 学 者,社 会 学者 な どか らの支持 を う
けて い る。SOASに は,現 在,ア フ リカ,中 近 東,南 ア フ リカ,東 南 ア ジ
ア,朝 鮮,日 本,中 国 の た め の地 域 研 究 セ ン ターが あ る。 それ ぞれ活 発 な
研 究 教 育活 動 を展 開 して い る。SOASの よ うな研 究 機 関 は,ア メ リカ,Li
本,ド イ ツ,フ ラ ン スに はみ られ な い ユ ニ ー ク性 を もって い るが・最 近 予
算 を削 減 され,研 究 都 減 らされtし し研 究生 活 を送 って い る よ うだ・
_昨 年 わ た く しは,・ ン ド ン大 学 経 済 学 部 で の研 究 の か た わ ら・ た えず
SOASを 利用 した。 この点 敬 意 を表 した い。
こ こでSOASの 経 済学 部 の履 習要 綱 を み る と,「 経 済分 析 入 門」「エ コ ノ
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ミス トの ため の定 量 的方 法 入 門」,「 比 較経 済 成 長論 」,「ア ジ ア ・ア フ リカ
の開 発国 の繍 学 」・ 「ア ジァ ・ア フ リカ の上ヒ較 人 ・統 計 学 」,「 経 済 理論 」,
儂 業 と繍 開発 論 」・「途 上 国 の銀行 と鋤 」
,「趨 的開 放繍 学 ⊥ 「ア ブ
　カ の経 済 学」・r南 ア ジアの繍 問題 」
s「 輔 ア ジアの経 済 問題 」,iii
年以 降 の 躰 繍 」・ 「近 代 中[司の経 醗 展 」,「 日本語 に よ る 日本繍 の時
事 問題 」・rl陳 の経 済 発 展 」,「朝 鮮 のSC問 題 」 な どを学 習 す る こ と に
な って い る・ こ こで気 に な る こと は
,日 本 経 済 に関 す る研 究 の比 重 が偲 、
点 に あ る。 世 界 経 済 に お け る米 ・EC・ 日本 の 三極 構 造 が 人 き な課 題 に
な って い る中 で・k#本 経 済 の研 究 はあ ま りに も低 い
.日 本蝶,肺 繍
の 講 義 に つ い て は,わ た く しの若 い友 人 で あ る今 井 宏 行 氏 が 担 当 して い
る。彼 は・私 た ちのSOASの 調 査 にあ た って
,ひ とか た な らな い世話 を し
て くれ た。私 た ち はSOASの パ ー ラー・で
,2時 間近 く,SOASの 教 育 と研
究 につ いて 彼 と懇 談 した こ と,彼 の重 厚 な研究 態度 には敬服 した.SOAS
の経 済学 部 案 内 に は冷 祇 につ いて こ う紹 介 され て い る
.躰 の慶駄
で学L号 取得,ア メ リカの ミシガ ン大学 で
,修}:の 学 位 を取 得,ジ ョ ン.
ホ プキ ンズで階 の学 位 を取 得 して い る
.彼1ま 旧 本 に関 す る経 済 学 の講
師 で あ る。彼 はSOASに くる前,日 本 銀 行 の研 究 を した あ と アメ リカの ド
レキ シル人学 の経 済 学 で教 壇 に 立 って い る
。 ま たSOASの 経 済 学 部 に お
け る電 要 な教 育 と研 究 は,比 較経 済 制 度 と東 ア ジア経 済 論 で あ る。
彼 は・ 日本 に もと き ど き帰 省 して ㌧・る とい う.彼 に よ る とS・ASの 糖
は,少 人数教 育 に徹 し,経 済 学 を 系統 的 に学 習 させ る こ とにあ る とい う
。
またSOASに は・ ア ジアに関心 を もち研 究 を続 け て い るC .ハ ウ(Chr .
istopherHowe)が い る。彼 は ロ ン ドン人学 にお け る ア ジア に関 す る経済 学
の教 授 で あ る・ま た鄭1蝶 連 盟 の繍 ヂ日当 の王糠 も務 め て い る
.1963イ1三
SOASの ス タ ッフにな り,中 国 と 日本 の研 究 に従 事 し,中 国労 働 市場 論 で
学 位 論 文 を取 得 した。 現 在 は,目 本 の外国 貿 易 部 門 の成 長
,極 東の産 業 発
展 ア ジ ァ太 平洋 地域 の 貿易 問 題 に研 究 の重心 を お いて い る
.瀦 と して
は・ 「都rf坤 国 の雇用 と経'済成 長』(Empl・ymentandEc。n。micG
r。wthin
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UrbanChina,Cambridge,1971),『 近 代 中 国 に お け る 賃 金 諸 型 態 と 賃 金 政 策 』
(WagePattern・andWageP・licyinM・deryChina,Cambridge,1.973),r中 国
経 済 一 基 本 入 門 』(China'sEconomy;abasicguide,Elek,1978),『 ア ジ ア の 大
都 市 に お け る 成 長 と 発 展 』(GrowthanddevelopmentinanAsianmetropolis,
Cambridge,1981,withK.R.Waller),同 じ くK・R・ ウ ォ カ ー と の 共 著 『中
国 計 画 経 済 の 基 礎i』(TheFoundationsoftheChineseplannedEconomy,
Macmillan,1989)な ど が あ る 。
なおSOASで は,学 十 号を取 得 す るため3年 か ら4年 にか けて,研 究 課
題 に基 づ いて履 習 す る。経 済学 と外 国語(日 本語,中 国語またはアラビァ語)
を4年 間 で履 習 す るが,外 国語 の み1年 な い し2年 で 取 り,関 係 す る国 を
訪 問す るこ と もで き る。一 般 的 に必要 な課 目 は}ゼ ミナ ールで,4年 間 か け
て取 得 す る こ とにな って い る。毎 年学 生 は3な い し4課 目(Tai,日 本の20
単位に当たるので はないか)を め ざ し,全 部 で,そ れ ぞ れ の コー スを取 る。 こ
この学 部 のす べ て の コー ス は,各1単 位 の取 得 を 評価 す るが,他 の学部 の
2分 の1単 位,2単 位 を とった場合,共 通 に評 価 され る。17の 各 コー スを取
得 す る に は,普 通,そ の年度 の5月 か6月 に試験 を うけ る。9コ ー スの 単位
は,学 位取 得 の ため に3年 以 ヒを か け な けれ ば な らない。
と もあれ,学 卜≒}を取 得 す るた め に,前 述 した17の コー ス の うち9つ の
コー スを3な い し4年 間 で(語 学を含 めて)履 習 しな け れば な らな い。 と く
に少 人数 の ゼ ミ,50人 以下 の講 義 を通 して学 生 は,日 本 と違 って恵 れ た指
導 を うけて い る。
SOASで は い くつ か の ゼ ミナ ール を設 けて い る。例 え ば以 ドの よ うな課
題 の ゼ ミナ ー一ルで選 択 制 にな って い る。 「開発 の政 治 経済 」 「南 ア ジアの政
治 経 済 」 「途 上 国 に お け る健 康 と再 生 産 の政 治 経 済 」 「ア フ リカの 開 発 グ
ル ー プ」 な どで あ る。
私 た ち は ロ ン ドン大 学 のLSE,SOASの 教 育 ・研 究 の動 きを み て きた
が,次 に,英 国 を担 って い るメ ー ジ ャー政権 の政 策 も検 討 した い。
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3メ ー ジ ャ ー 政 権 の 苦 脳
一 一 ロ ン ドンで の調 査 を 中心 に一 一
(1)窮 地 に立 つ政 権
1990年 の7月 か ら9月 まで の約3か 月 間 ロ ン ドンに滞 在 した と き,ロ ン
ドン人学 の歴 史研 究 所,LSEの 図 書 室,研 究 室 で,サ ッチ ャー の経 済 政 策
(1980--90年)を 系統 的 に調査 した。 この一 部 はす で に 『転機 に たつ 世界 経
済』(1991年6肝IJ,新 評,i命)の補 論 「サ ッチ ャー・時 代 の経 済 政 策 を考 え る」
の 中 で 報 告 した。90年11月28日,サ ッチ ャー の後 継 者 で あ る ジ ョ ン ・
メ ー ジ ャー は,「2000年 まで に階級 な き社 会 の実 現」 を唱 え新 首相 にな っ
た。 前 日メ ー ジ ャー氏 は保 守党 首選 の結 果,ド 院議 院372人 に よ る第2回
投 票 で,185票 を獲 得,規 定 の過 半数 に2票 及 ば なか った。だ が他 の2人 の
候 補 者 が辞 退 したた あ に,や っ と新 首相 に な った。 彼 はサ ッチ ャーの経 済
政 策 を そ の ま ま踏 襲 す る こ とに た め らった。とい うの は,国 民 は,人 頭 税,
物 価 高,不 況 に対 して サ ッチ ャーの政 策 に反対 して い るか らで あ る。 と く
に経 済学 者,知 識 人,ジ ャー ナ リス トの彼 女に対 す る批 判 は根 強 い。 当 時
の政 党 支 持率 に対 す る与 論 調 査 で は労 働党46% ,保 守党41%,そ の他 と
な って いた。 保 守党 は メー ジ ャーに期 待 した が,依 然 と して人 気 はふ るわ
なか った。そ の後,人 頭 税 の廃 止政 策 やECと の協 力政 策,反 イ ンフ レ 「福
祉 重視」 の政 策 を かか げ る こ とに よ って,少 しはサ ッチ ャー色 を うす め る
こ とによ って 国民 に対 応 した。g2年4月9日 の総選 挙 は,選 挙 直 前 まで 世
論 調査 の結 果 を み る と,労 働党 有利 で あ った。 と ころが予 想 に反 して保 守
党 が過 半数 の議 席 を確保 して,4期 目の保 守 党 政権 を実 現 した。彼 は,保 守
党政 府 の政策 の基 本 を 「市民憲 章 」(Citizen'sCharter)に お き,そ の担 当人
臣 を新 設 し,「よ りよ い教 育,よ り円滑 な交通 事 情,よ り好 ま しい公 共 サ ー
ビス等,市 民 生 活 の質 の改善 」 を強 調 した。 この点 は,保 守 政 権 へ の批 判
を かわ す た め に と られ た苦 肉 の策 で もあ った。 メ ー ジ ャー 首相 は,貿 易収
支 の慢 性 的赤 字 を解 消 す るた め に貿易 産 業 政 策 の 強化 を図 り,そ の た め に
元環 境 大 臣で あ った実 力者 ヘ ー ゼ ル タイ ンを貿 易産 業 大 臣 に起 用 した。 選


















対 象 企 業
ブ リテ ィ ッ シ ュ ・エ ァ ロ スペ ー ス(航 空 機 ・防 衛,1次)
ケ ー ブ ル ・ア ン ド ・ワ イヤ レ ス(通 信,1次)
ケ ー ブ ル ・ア ン ド ・ワ イヤ レス(2次)
エ ン ター プ ライ ズ ・オ イ ル(石 油)
ジ ャガ ー(自 動 車)
ブ リテ ィ ッ シ ュ ・テ レ コム(通 信)
ビ リテ ィ ッ シ ュ ・エ ア ロ スペ ー ス(2次)
ブ リテ ィ ッシ ュ ・ガ ス(ガ ス)
英 国 航 空(航 空)
ロー ル ス ・ロ イ ス(航 空 機 エ ンジ ン ・産 業 用 ガ ス ター ビ ン)
ブ リテ ィ ッ シ ュ ・ペ トロ リァ ム(石 油)
ロ ー バ ー(自 動 車)
ブ リテ ィ ッ シ ュ ・スチ ー ル(鉄 鋼)
英 国 水 道 会 社












(注)GDP92年 はf測 。失業率,物 価{=昇
率は92年 は9月 の数字。
挙 で 公 約 した 通 り,エ ネ ル ギ ー 省 を 廃 止 し,そ の機 能 を 貿 易 産 業 省 に 吸 収
し,従 来 雇 用 者 が 担 当 して い た 中 小 企 業 政 策 を 貿 易 産 業 相 に 移 管 した 。
ヘ ー ゼ ル タ イ ン貿 易 産 業 相 は,首 相 の 公 約 に そ っ て 積 極 的 な 産 業 育 成 策 を
表 明 した 。
メ ー ジ ャ ー 首相 の 強 力 な 産 業 政 策 の 中 心 は,サ ッチ ャ ー政 策 の 市 場 競 争
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原 理 を 推 進 す る こ と に あ った 。 国 有 企 業 の民 営 化 の方 法 は,政 府 持 株 の 放
出 に よ る民 間 資 金 の 導 入 と民 間 企 業 の 参 加 促 進 に あ っ た 。 す で にBritish
Aerospace(航 空機),Cable&Wireless(通 信) ,Britoi1(イ1油 掘削),Asso-
ciatedBritishPorts(港 湾),BritishPetroleurn(イ1油) ,BLのJaguar(自
動 車),BritishTelcom(通 信),BritishGas(ガ ス供給),BritishAirways
(航 空),Rolls-Royce(航 空機 用 エ ンジ ン,自 動 中二),BritishAirportsAuthor量 一
ty(空 港),BritishSteel(鉄 鋼),RoberGloup(r1動 車),WaterAuthority
(水 道 事業),電 力 な ど の 民 営 化(第1表)が さ ま ざ ま な 問 題 を 残 しな が ら も
実 現 して い る。 今 後 国 営 企 業 の 民 営 化 が 予定 され て い るの が,石 炭,鉄 道,
郵 便 配 達 業 な ど で あ る。
だ が 民 営 化 路 線 は順 風 まん 帆 に 進 行 して い な い。 英 国 政 府 が 民 営 化 した
企 業 は50社 近 くで あ る。 い ま か か げ た 企 業 は 巨 大 企 業 で あ る。92年10月
ド旬 ま で に 政 府 の株 式 売 却 総 額 は350億 ポ ン ドを 超 え た 。 民 営 化 して も問
題 な の は失 業 者 を 出 して し ま っ た こ とで あ る。 さ らに物 価 上 昇 率4%以 下
に な った が,GDPの 伸 び率 は マ イ ナ ス で あ る(第1図)。 そ れ は,不 況 に 直
面 し,失 業 率 が90年 以 降 急 上 昇 し92年 に10%を こ え て し ま っ た こ と だ 。
した が って10万 人 以 上 の 労 働 者 を 抱 え る英 国 鉄 と,国 際 競 争 力 を 失 っ た
英 国 営 石 炭 業 会 社,ブ リテ ィ ッ シ ュ ・コー ル の民 営 化 は,メ ー ジ ャ ー政 権
に と って 至 難 の 業 で あ る。 と くに ブ リテ ィ ッ シ ュ ・コ ー一ル の 炭 鉱 を 大 幅 に
閉 山 し3万 人 の 人 員 削 減 を 強 行 した。 もち ろん 歴 史 と伝 統 を 誇 り,強 力 な
労 働 党 を 支 え て きた 石 炭 労 働 者 は一 時 ス トで 対 抗 した。10月18日 の 日曜
日,こ ん な エ ピ ソ ー・ドを き い た。 同 日,午 後9時 の 時 報 と と もに 英 国 内 の
数 万 世 帯 の 家 庭 は2分 閲 一 斉 に 消 灯 した。 あ る 市民 の1人 は 「政 策 の混 乱
の ッ ケ を 炭 鉱 労 働 者 に 押 し付 け る と は何 と も腹 が 立 っ 」 と い っ て炭 鉱 労 働
者 の ス トに 同 情 した 。10月25日,英 匡1の 炭 鉱 労 働 者 ら約21万 人 が ロ ン ド
ン市 内 を デ モ 行 進 した。 こ の デ モ は1983年 の 反 核 デ モ 以 来 の 最 大 規 摸 の
大 衆 行 動 で あ っ た。
ヘ ー ゼ ル タ イ ン貿 易 産 業 相 は,炭 鉱 民 営 化 の 当 面 の 措 置 と して,ブ リ
(74)
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テ ィ・ソシュ ・コー ルの全 国50か 所 の炭鉱 の うち,採 算 が あが らない31か
所 を閉 鎖 す る とい う方針 を10月13日 に打 ち 出 した(TheIndependent,13
thOctober,1992)。 これ に労組 は反 ばつ した。客 観 的 にみて も,不 況 下 で 失
業率 が10%を 超 え る中で,31の 炭 鉱 閉鎖 は,ジ ャー ナ リズ ム,世 論 も批 判
的で あ った。 貿 易 産 業相 は,こ の反 応 を み るや,1週 間後 の同 月20日 に
「当面,10の 鉱 山 だ けを 閉鎖 す る」 と変 更 した。 これ は 「無 節 操 な民 営 化」
と国 民 は うけ と り,政 府 へ の批 判 を強 め た の で あ る・ サ ッチ ャー時 代 に
「収 益 力 の あ る国営 企 業 か ら民 営 化 す る」ことに主 眼 を お い たが,不 況 の中
で,炭 鉱 と国鉄 の民 営 化 は,メ ー ジ ャー政 権 に と って 命取 りに な りか ね な
い0
もち ろん 炭 鉱 の民 営 化 は さ ま ざ まな 問 題 を含 ん で い た。 す で に90年 末
に民 営 化 さ れ た パ ワ ー ジ ェ ン と ナ シ ョナ ル ・パ ワ ー の 電 力2社 が ブ リ
テ ィ ッシ ュ ・コー ル との2千 万 トンの取 引契 約 を,割 安 な外 国炭 に切 りか
え るため契 約拒 否 した こ と も手伝 って い る。 政 府 支出 をで き るだ け軽 る く
し,民 間 企業 の 自 由競 争 を 促 進 す る とい う民 活 ・競 争 至 ヒセ義 が ゆ きづ
ま った感 じで あ る。
今 回 の不 況 は,80年 代 の好 況 期 に力 をっ けた といわ れ た英国 企業 に競争
力 がつ いて い なか ったの で はな いか とい う反 省 がで て い る。英 国 で は・10
月現 在,毎 週1200件 の 中小 企 業 が倒 産 して い る。現 実 に ロ ン ドンの街 を歩
いて も,い た る と ころ に企 業 事務 所 の 「空 家 」 が 目1っ て い る。路 上 のあ
ち らこち らに 「Tolet」 の は り紙 を み るので あ る。
⑦ 英 国 とマ ー ス トリヒ ト条約
英 国 の 主要 新 聞 をみ る と,失 業 者 数 が30か 月 連続 で増 加 し,成 長率 はマ
イ ナ ス1-2%で あ る。 「保 守党 はチ ェ ンバ レン政 権(1930年 代後半)以 来 の
分 裂 の危 機 」(ザ ・インデペ ンデ ント)に あ る。す で に保守 党 内 か らも批 判 が
ま きお こ って い る。 第1点 は,ECと の協 力 を 主張 して きた英 国 産業 連 盟
で さえ,炭 鉱 閉鎖 計 画 を見 直 すべ きで あ るとい う。第2点 は,「 国 家 主権 を
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侵害 す るマ ー ス トリ ヒ ト条約(欧 州連合条約)を 批 准 しな い こと」 の批 判 で
あ る。 前者 にっ いて ヘ ーゼ ル タイ ン貿 易 産 業相 は,具 体 的 対応 を みせ ず,
時間稼 ぎで 切 り抜 け よ う と して い る。後 者 につ いて は,た しか に マ条約 批
准 賛成 派 は,全 下 院 議 員 の うち半数 で あ る。 に もかか わ らず,メ ー ジ ャー
首相 は 「時 間 を か け て批 准 した い」 と い う。 一 時 は 「批 准 で きな けれ ば,
総 選 挙 をえ らぶ 」 との べ た。 この問題 は,そ の後,`1少 差 で,「 マ条 約 を審
議 す る こと」 を ド院 が 可決 した。 もち ろん,そ の プ ロセ スに は,保 守党 右
派 が マ条 約 反 対 に まわ った こと と,そ の一 部 が最 終 的 に メ ー ジ ャーの審 議
入 りに同情 した こ とに よ って 可能 で あ った。 この点 少 し詳 し くふ れ る。11
月4目,英 ド院 議 会 は,マ ー ス トリヒ ト条 約批 准 の ため の審 議再 会 を求 め
る政 府 動議 を賛 成319,反 対316票 で 可決 した(TheFinancialTimes ,5th
Navenber1992)。 投 票 の結 果 を推 定 す る と,保 守 党議 員 の27人 近 くは反対
の票 を投 じ,8人 前後 が 棄権 した とみ られ て い る。 審 議 再会 を3票 の 差で
可決 した こ と は,い か に 反 対 派 が根 強 い か を 改 め て知 る こ とが で き る。
メ ー ジ ャー政 権 は,マ 条約 批 准 につ い て は サ ッチ ャー と意 見 を 異 に して い
た。 サ ッチ ャー はド ー貰 して マ ー ス トリヒ ト条約 に反 対 して きた。 そ れ は
英 国 の国家t権 の 喪失 を意 味 す るか らだ けで な く,英 国 の 市民 権 の喪 失 で
あ り,独 ・仏 の 資本 に英 国 企業 が吸収 され るか らだ とい う。
だ が メー ジ ャー 首相 は,英 国 の主体 性 を もちなが ら,マ ー ス トリ ヒ ト条
約 を批 准 し,欧 州 市場 で}英 国 企業 の競 争 力 を強 化 しな いか ぎ り英 国 の発
展 はな い と考 え て い る。 だが そ れ に対応 す る民 活 ・競 争 至 ヒ ド義 も うま く
い って いな い。
と ころで・ 改 め て メ ー ジ ャー政権 の政 策 を み る と不況 とい う局 面 を打 開
で きず に推 移 して い る。と くに92年7月 か ら9月 にか けて,企 業 倒 産件 数
は,前 年 同期 に比 べ て53%増 であ り,人 員削減 は1万5000人 を超 え た。今
回 は製造 業 を は じめ小 売 り,サ ー ビス業 な ど全業 種 に 及ん だ。
不況 と ポ ン ド ド落 に伴 う通 貨 不 安 は,英 国 経 済 全体 に波 及 した。9月 末
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に は,英 国政 府 関係 の機 関 を含 めて約4500人 の人員 削 減 が表面 化 した。私
た ち に馴 染 み の あ る大 手 の靴 を取 扱 う シア ー ズは,3年 以 内 に,英 国 内 の
350店 の専 門 店 を閉鎖 す る と発 表 した。これ に よ って 人 員合 理 化 の規模 は,
1800人 に達 す る とい う。9月29日,カ ナ ダの通 信 大 手の ノー ザ ン ・テ レコ
ム とイ タ リアの電 線 大手 の ピ レ リも,約700人 の削減 計 画 を発 表 した。9
月30日 に は,米IBM社 が英 国 で600人,BBC(英 国放送協会)が120人 の
合 理化 を実施 す る と発表 した。 また9月23日 には,最 大 の兵 器 ・航 空機
メ ー カー で あ る プ リテ ィ ・ソシュ ・エ ア ロヌベ ー スが3000人 の 人 員削 減 計
画 を発 表 した。 主要 産 業 の 自動 車,化 学 業 界 で も人 員削 減 計 画 を発 表 して
い る。 そ の他銀 行,証 券 会 社,建 設 ・不動 産 業 界 の人 員 削減 計 画 も進 んで
い る。
(3)為 替 政策 の 矛盾
こ こで いい た い こ とは}メ ー ジ ャー政権 の経済 政策 は,一 面 で行 き詰 っ
て い る と い う こ とだ。 だ が メー ジ ャー は した た か な危 機 管 理 の操 縦 術 を
も って い る。
為替 政策 につ いて も同 じこ とが い え る。 私 た ちが滞 在 して い た時点 で,
通貨 危 機 は深刻 で あ った。 ポ ン ドの価 値 の低 ドはい うまで もな い。 と ころ
が,9月16日,英 ポ ン ド,伊 リラが急 落 した。この 日イ ング ラ ン ド銀行 はa
外 貨 準 備 の3分 の1に 当 た る100億 ポ ン ドを 買 い 支 え た が,う ま くゆ か
ず,公 定 歩 合 を10%か ら12%へ 引 き トニげ た。だ が ポ ン ド売 りを くい とめ る
こ とが で きな か った。っ い に英 国 と イ タ リア は,ERM(欧 州為替相場安定制
度)か ら離 脱 した。 メー ジ ャー政 権 は,… 貰 してEMS(欧 州通貨制度)の 維
持 を 下張 し,景 気 後 退 期 で も通貨 の切 り 下げ を拒 否 して きた。 と ころが そ
れ が で きなか った。 ジ ョン ・ス ミス労 働 党党 首は,9月16日 の夜,政 府 に
よ るERM離 脱後,「 政 府 の経済 政 策 は完 全 に破 た ん した」(TheFinancial
Tunes,17September,1992)と 批 判 した ので あ る。
メー ジ ャーの為替 政 策 は,本 来}国 内景 気 対策 と して 公定 歩 合 を 引 き下
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げ・企 業 の設 備投 資 を活 性化 す べ きなの に も拘 らず,金 利 を 引 き上 げて し
ま った と ころ に問題 が あ った ので あ る。 た しか に不 況 の 深 刻化 の 申 で,英
国 の高 金 利政 策 に対 して,産 業 界 か ら批判 が で た。 政 府 は,こ れ に呼応 す
るかの よ うに,91年 か ら92年5月 まで に,0.5ポ イ ン トず つ8回 にわ た り
金 利 引 き ドげを実 施 した。 そ れで や っ と10.0%と した。 だ が,欧 州 の不 況
は,そ れ で対 応 で きる もの で は なか った。 ドイ ツが 金利 を ドげ な い限 り
,
英 国 の金利 を ドげ られ な い とい う面 子 が,メ ー ジ ャーの為 替 政 策 を ます ま
す駄 目 に して しま った。 こ こに はEC通 貨 統 合 の 矛盾 を反 映 し,英 国内 の
為 替 政策 で は対 応 で きな い性 格 を もって いた。ECの 通 貨 政 策 は,EMSの
もとにERMを 堅持 し,投 機 家 の投 機 売 りを抑 制 す る ことに あ った。 と こ
ろが・裏 目にで て しま った。ERMの 基 準 を守 れ ば守 る ほ ど,投 機 市場 は弱
肉強 食 の貨 幣il∫場 で あ るか ら,投 機売 りを ほ しいま ま にす る。 この メカ ニ
ズム を,メ ー ジ ャー政 権 は コ ン トロ ー ルす る こ とが で きな か った の で あ
る。 こ こに彼 の為替 政 策 の矛 盾 が あ る。
だがEC通 貨 統 合 の た め に,こ の矛 盾 を 英国 だ けで な く,独 ・仏 の通 貨
当局 も,投 機家 の売 買 ゲ ー ムを コ ン トロー ルす べ きで あ った。 ドイ ツの イ
ン フ レ抑 止の た め の高 金 利 政 策 も,EC全 体 の通 貨統 合 政 策 の一 環 と して
政 策 誘 導 を しな い限 り,欧 州 の経 済 発 展 はな いの で は なか ろ うか。
今 後 も・メ ー ジ ャー政権 の苦悩 は続 くで あ ろ う。だ が改 めて,英 国 市民 ,
欧 州 市民 の生活 の安 定 の た め に,従 来 の政 策 の あ り方 を根 底 的 に見 直 し,
初期 にか か げ た 「市民 憲 章 」 の精 神 にか え て,産 業政 策 ,通 貨 政 策,マ ー
ス ト リヒ ト条 約批 准 な ど,改 め て再構 築 す べ きで あ る と考え る。
(4)国 際収 支 の慢 性赤 字 と対 日貿易
こ こで・英 国政 府 の発 表 した国 際収 支 ・貿易動 向 をみ て み る と,1986年
以 来 赤字 を続 けて きた経常 収 支 ・貿 易 収 支 は,90年,91年 に は と もに前年
に 比 べ よ くな った(第2表)。91年 の 輸 出 は わ ず か に90年 比1 .6%増 の
1,037億400万 ポ ン ドに と どま った。 一一方 }輸 入 は英 国 内 の需 要 の減 退 か
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第2表 英国 の国 際収支
(単位:100万 ポンド,季 節調整済み)
ヒ　 　 コ　 　　 ヘ エ　 　 　 　 へ 　　 ユ　　 　 　　 　 　　 　
(注)国 際 収 支 べ 一 ス 。
(出 所)M。nthlyR・vlew・fExt・ ・n・1T・ad・St・tl・tics,M・y1992・
ら前年 比5.7%減 の1,138億2,300ノ.1ポ ン ドとな った。 この結 果,貿 易 収
支 は101億1900万 ポ ン ドの赤 字 とな った。赤 字 幅 は90年 比45.6%減 と
や っと半分 に改 善 さ れ た。 経 常 収 支 は貿 易 収 支 の改 善 に よ って44億 ポ ン
ドの赤 字 とな りT前 年 比 で み る と3分 の1に まで 改善 した。だが1991年 以
来 の不況 で,改 善 の見透 しは,み られな し・で あ ろ う・一 方91年 の英 国 の対
日貿 易 は輸 出入 と も90年 に比 べ低 下 して い る。91年 の対 日輸 出 は,前 年
比14.2%減 の22億5,800万 ポ ン ドとな り,対 日輸 入 も減少 し,91年 の対
日貿 易 赤字 は44億9,400万 ポ ン ドに増加 し,90年 同期 比 を みて も,8.8%
の赤字 を示 した(第3表)。 この 事実 か らも 日本 に対 し,も っと英 国製 品 を
輸 入 す べ きで あ る とい う対 日批 判 が起 って い る。 英 政 府 は,日 本 の市場 開
放,輸 入 促 進 を要 請 して い る。 日本 の対英 製 造 業投 資 は,電 子 電 気,機 械
自動 車等 を 中心 に187社 に達 して い る。英貿 易 産業 省 は,87年 か ら対 日輸
出促 進 「OpportunityJapanCampaign」 を展 開 し,90年 まで の3年 間 に
75%増 をか か げて き た。 数字 上 は達 成 して きた が,日 本 か らの輸 入 が 多 い
た め に 成 果 は あ が っ て い な い。新 し い キ ャ ンペ ー ン と して 「Priority
JapanCampaign」 を実 施 して い る。 この中味 は・① 日本 に売 る こ と(Sel-
lingtoJapan),② 日本 で投 資す る こと(lnvestinginJapan),③ 日本 か ら学
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第5表 設 備 投 資 動 向(業 種 別)







1989 81・4852,16512 ,3861-一 一,145651
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(注)部 空 欄 の 所 は 現 在 ・1映統 計 局 に て 調 整 中 の た め
。
(出 所)Month】yDigestofStatistics,April1992。





















































ぶ こ と(LearningfromJapan)の3点 にあ る。1994年 まで に対 日輸 出 が5
億 ポ ン ド増 加 す る とい う 予測 を 吃て て い る。 日本 へ の 直接 商 品 を輸 出す る
だ けで な く,世 界各 地 の 日本 企 業 へ の製 品 販売 の促 進}対 日投資 の促 進,
日本 企 業 の技 術,ノ ウハ ウの英 国 企 業 へ の 移 転 な ど広 範 囲 の活 動 を展 開
し,ま た活動 を 予定 して い るが,果 して成 功 す るだ ろ うか。 問 題 は英 国企
業 の国 際競 争 力 を強 化 し,目 本 の ニ ー ズに応 え る こ とにあ ると思 う。
92年 をみ て も,不 況 が深刻 化 しs貿 易収 支 も赤 字 が続 いて いた。 この傾
向 は,91年 か ら続 いて い る。 鉱⊥ 業 生 産 指 数 の推 移 を み て も全体 で90年
比3.2%低 下 し,製 造 業生 産 指 数 をみ て も6.2%低 下 して い る(第4表)。 と
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くにT設 備 投 資 動 向 を み て も,全 体 で91年 は対 前年 比81億1950億 ポ ン ド
低 下 して い る(第5表 ・第6表)。 一 方 雇 用 動 向 をみ て も,失 業 率 は,90年
5.8%と 好 転 したが,92年4月 に は9 .5%(第7表)で あ る。失 業 者 数 は270
万人 で,年 齢 別 失 業構 成 をみ る と,25歳 未 満 の 年齢 層 が全 体 の29%占 あ て
い る。
とに か くrメ ー ジ ャー政 権 は,窮 地 に 立 って い る。今後 ど うす るか,メ_
ジ ャー政権 は市民 の ニ ー ズに対応 した政 策展 開 を実 践 す べ きで あ ろ う
。
英 国 のEC政 策 につ いて は,ま た あ とで述 べ よ う。 世界不 況 の中 で,英
国 は,従 来 さま ざ まな活性 化 政 策 を試 み て きた。 だ が,そ れ は一 時 的 に景
気 回復 をみ せ た もの の,再 び停 滞化 を余 儀 な くされ た。 メー ジ ャー政 権 は
サ ッチ ャー政 権 と政 策 対 応 は異 な ったが,そ の本質 まで を変 え る こ とが で
きなか った よ うで あ る。 今後 に期 待 す る ほか ない で あろ うか
。
4ブ リュ ッセ ル のEC本 部 で 考 え る
(1)ブ リュ ッセル は ニ ュー ヨー ロ ッパ の新 しい基地 か
「9月3日(木),晴,午 前7時 起 床 ,朝 食 を済 ませ,空 港 に行 く。空 港
で,ヨ ー ロ ッパ で 利 用 す る航 空便 の リコ ンフ ァー ムをす る
。 午 前11時
10分 ブ リュ ッセ ル行 のBD147便 の 小型 機 に 乗 る
。12時10分 ブ リュ ッ
セ ル空 港 に着 く。4か 国 の標 示 板 をみ る。オ ラ ンダ語,フ ラ ンス語,ド イ
ツ語,英 語 で あ る。EC本 部,ビ ッシ ョル氏,池 見浩氏 に連 絡 をす る。短
時 日の 滞在 の ため池 見氏 との連 絡 を とる こ とで精 一 杯。 とにか くEC本
部 は入 れ替 え の た め,EC各 部 門 は ブ リュ ッセ ル の それ ぞ れ の公 共 機 関
へ移 転 して い るた め,そ れ ぞれ の機 関 に行 く。 日本 文化 セ ン ター の7F
で・EC統 合 の問題 点 につ いて話 し合 いを す る」
わ た く しの メ モの一 部 に は,こ うか いて あ った。 ニ ュー ・ヨー ロ ッパ の
中心 地 で あ り,EC本 部 の あ る ブ リュ ッセ ルの滞 在 は,4度 目で あ る。 だ
が,い っ もホテ ルか らEC本 部 に直行 し,lil事 を中心 に プ リュ ・ソセル を利
用 しただ けだ った。 また今 回2泊3日 の滞 在 で も,同 じ原 則 を貫 らぬか ね
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ば な らな か った 。 あ あ 少 し は ゆ と りを も ち た い 。 だ が,許 して くれ な い。
出 発 前 に ア ク セ ル ・ク ラ ウ ス(AxelKrause)の 『ニ ュ ー一・ヨ ー ロ ッパ 誕 生
一EC統 合 の 内 幕 一 』(InsidethenewEurope,1991,喜 多迅鷹 ・喜 多元 子訳,ll
本放 送 出版 協会,1992年3月 刊)を よ ん だ。 ク ラ ウ ス は,秀 れ た ヨ ー ロ ッパ 通
の 国 際 ジ ャー ナ リス トで あ る と い わ れ て い る。 彼 の ブ リ ュ ッセ ル に つ い て
の 記 事 を よ ん だ 。 よ く描 写 して い る と思 った 。
「100万 を 超 え た ば か り の 人 口 を 持 っ ブ リ ュ ッセ ル は,60万 ち ょ っ と の
人 口 を 持 っ ワ シ ン ト ンDCと これ ま た よ く似 た"る つ ぼ"(メ ルテ ィング ・
ポ ッ ト)で あ る。 外 国 人 の ほ とん ど が ど こ か よ そ か ら新 し くや っ て 来 た
人 々 で あ る。 だ が ブ リュ ッセ ル で も ワ シ ン ト ンDCで も,都 心 部 で 営 ま れ
て い る毎 日 の 生 活 の 大 部 分 は,駐 在 外 交 官 や ビ ジ ネ ス マ ンを は じあ とす る
富 裕 な 外 国 人 た ち に と っ て は普 通 は あ ま り縁 が な い 。 彼 らが 町 の黒 人 ゲ ッ
ト_と か 移 民 ス ラ ム街 に あ え て 凱ち 入 る こ と は,た と え あ った と して も き
わ め て 珍 し く,彼 ら は 『自分 た ち 以 外 』 の 新 来 者,つ ま り ド層 巾 間 階 級 以
下 の 貧 しい 移 民 た ち と混 じ り合 う こ と は な い 。 しか も こ うい っ た貧 しい 移
民 た ち が,ブ リ ュ ッセ ル だ け を と って み て も,人 口 の27%以 上 を 占 め て い
る。 そ の 大 部 分 は トル コ 人,ア ル ジ ェ リア 人,モ ロ ッ コ人 だ 」,ブ リュ ッセ
ル は,移 民 の ま ち で あ り,多 くの 外 国 人 外 交 官 や 駐 在 員 た ち が 見 る こ と の
な い,ま た 見 た い と も思 わ な い 別 の ブ リュ ッセ ル の顔 が あ る と い うの で あ
る。 彼 の 指 摘 は鋭 い し,実 感 と して,わ た く し もそ う思 った。
2年 前,ロ ン ド ンで 予 約 した ブ リュ ッセ ル の グ ラ ン ドホ テ ル ・シ ェ ア ー
ズ(BD.ADOLPHEMAXLAAN,132)は 二流 の 古 風 な ホ テ ル で,か つ 一 流 並
み の宿 泊 費 で か な り こ り た。 今 度 は ブ リ ュ ッセ ル の ビ ジ ネ ス ・ホ テ ル に し
よ う と思 っ て,5っ の ホ テ ル に 当 っ た が 一 杯 で 駄 目 だ っ た。L一 方 な く グ ラ
ン ド ・シ ェ ア ー ズ に滞 在 す る こ と に な った 。 朝 食 も まず い し,繁 華 街 に 近
い の で,騒 音 も ひ ど い。 卓 の 排 ガ スが 窓 か ら入 っ て く る。 歩 い て5分 の と
こ ろ に あ る シ ェ ラ トン ・ホ テ ル と比 べ もの に な らな い 。2年 前 もそ うだ っ
た が,ヨ ー ロ ッパ 資 本 は,EC本 部 が あ る と い う こ と で,こ の ま ち を ビ ル建
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設 ラ ッシュに して い る。一 方 ホテ ル の近 くを散 歩 す る と,移 民 が 多 い。 日
本 で は考 え られ な い セ ック ス ・シ ョ ップや,公 娼 街 が あ る と きい て驚 い
た。 北駅 周辺 の いか が わ しい荒廃 した通 りの角 々に は,麻 薬 の売 人 た ち が
い る。
他 方,ブ リュ ッセ ル の町 の大 部 分 は,静 か で清 潔 な住 宅地 で あ り,活 気
に乏 しい 中高 階級 的 な雰 囲 気 を持 って い る。 「これ は中 世初 頭 以 来 深 く商
業貿 易 にか か わ って きた この町 の フ ラ ン ドル精 神 の現 わ れで あ る」 と ク ラ
ウ スは い って い るが・ど う も ピ ンと こない。レス トラ ンは一流 だ と い うが,
私 た ち はいっ も三流 の レス トラ ン しか利 用 しなか った。 だ か ら一 流 の味 が
わか らな か った。
この ブ リュ ッセ ル は西欧 の歴 史 や美 術 に重要 な足 跡 を残 したifl都 だか ら
探 索 す る には・/.`き な い魅 力 が あ る といわ れ て も,こ の街 で み る限 り,平
凡 にみ え て しょ うが な い。 だ が 占風 な魅 力 を も って い る よ うだ。 中 央駅 か
ら出 て くると,広 場 の入 口左手 にあ る ブ ラバ ン公 の館(MaisoDdesDucsde
Brabant)は}偉 容 な迫 力 を み せ て い る し,ll∫庁舎(H6teldeVille)の 建物 も
ル ネサ ン ス末 期 に作 られ,歴 史 と伝統 を輝 かせ て い るが,あ ま り もCI1びて
しま って い る・ に もか か わ らず 歴 史 的 景観,歴 史的 環境 か らみて す ば ら し
い と い う一一Fζに っ きる。 また 市民 が どれだ け共有 して い るのか疑 問 に思 う
ことが あ る。 それ は い まや観 光客 の ドル収 入 の対 象物 化 して い る観 さえ あ
る。市庁 舎 正面 に あ る王 の家(MaisonduRoi)も フ ラ ンボ ワイ ア ン様 式 で
,
実 に電 厚 で,歴 史 的渋 み を もった建築 物 で あ る。 こ う した歴 史 的 建造 物 の
魅 力 を も った街 が,も うひ とっ の ブ リュ ッセ ル の顔 なの で あ る。私 た ち は,
よ く道 に迷 った。 迷 って は,こ の まち の あ る魔 力 を感 じた。 だ が ど う も好
きに なれ な い ま ちだ。 ま ちの場 末 の質 素 な レス トラ ンで海 道教 授 とム ー ル
貝 を ほそ ぼ そ と食 べ た のが慰 め で あ った。
一 方,こ ん ど,ブ リュ ッセ ル に行 って驚 い たの は,ル クセ ンブル グ駅 の
周辺4ヘ ク ター ル の 巨大 開 発 計 画 で あ った。92年 一 杯 の完 成 は困難 で あ ろ
うが,超 高層 ホ テル,高 級 アパ ー ト,商 店 街,「 国 際 会議 セ ンター一」 の建設
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で あ る。当事 者 は,こ の 「国 際会議 セ ンタ._を 公然 と して}張 して い る。
とい うの は,欧 州 議 会 の議場 の建 物 は ス トラ スブ ール に した い と い うEC
首脳 の 考 え 方が あ るか らだ。 た しか1こEC本 部,EC閣 僚 理 事会 ・EC議 会
の3点 セ ッ トが ブ リュ ッセ ルの ル クセ ンブ ルグ地 区 にあ れ ば・ きわ め て便
利 で あ る。 だが そ うな る とEC巨 大 官 僚機 構 の中心・部 にな り,加 盟 各 国 の
市民 か ら批 判 を うけ るで あ ろ う。 問題 は,加 盟 各国 の1}∫民 の ニ ー ズを どの
よ うに吸収 して,EC官 僚 が どの よ うにft:通政策 を決 定 し・ 実 現 す るか に
あ ろ う。
ヨー ロ ・ソバ最 大 の計 画 が完 成 す れ ば,こ の ブ リュ ッセ ル はEC統 合 本部
地 区 に な るで あ ろ う。 この ル クセ ル ブ ル グ駅 周辺 の開 発計 画 だ けで な く・
周辺 の建築 ラ ッシ ュ も物 凄 い。 英,独,仏,日 の不 動 産会 社,不 動 産投 資
家,開 発 業者,設 計 者が,こ の7年 間 に,こ の ブ リュ ッセ ル に乗 り込 ん で,
ビル建 設 に狂 奔 して い る。 わ た く しの友 人 で あ る池 見浩 さん は,コ ンサ ル
タ ン トで あ り,日 本 の一 流 商 社 を辞 あて,リ ンブル グ州 に住 み,内 外 企 業
の コ ンサ ル タ ン トだ けで な く,元 リンブル グ州 の 知 事の顧 問 を した方で あ
り,ECの 事情 に詳 しい ひ と りで あ る、,彼の話 に よ る と・ この開 発投 資 は・
上地 価 格 の 騰貴 を呼 びお こ し住宅 費や ホ テル代 を 高 く して い る とい う。
この ヨ_ロ 、ソバ最 人 の開 発計 画 が完 成 す る と,欧 州 最 大の都 市 にな ると
もいわ れ て い る。 この計 画 の 中心 は,ベ ル ギー の最 大 バ ンクグル ー プの ソ
シェテ ・ジ ェネ ラル ・ド ・ベ ル ジー クで あ り,こ の銀 行 グ ルー プに各 国 の
民 間 資 本 が参 加 して い る(ア クセル ・クラウス)。
1990年 代 末 に は,EC本 部 で働 く職 員 は1万3000人 か ら2万5000人 以
上 にな る といわ れ て い る。 彼 らの 中心 メ ンバ ー は外 交官 特 権待 遇 を うけて
い る。 この2万 人前 後 の官 僚 がEC統 合 の推 進 者 にな り,新 しい統 治 者 に
な って い くで あ ろ う。 そ の他 の 関連 企 業 に働 く人 々を数 え る とそ の2～3
倍 にな るで あ ろ う といわ れて い る。 ベ ルギ ー政 府 の計算 によ る と850の 多
国 籍 企業 が,そ の本 部 な い し支部 を,す で に ブ リュ ッセ ル にお いて い る。
そ の うち,671が ア メ リカ企 、業,174が イ ギ リス企 業,170が フ ラ ンス企 業,
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162が ドイ ツ 企 業,93が ス カ ン ジ ナ ビア 諸 国 の 企 業
,84が 日本 企 業 で あ
る。
ベ ル ギ ー に 進 出 して い る 日本 企 業(製 造 業)に つ い て み る と
,ア マ ノ,千
代 田 グ ラ ビ ア,日 本 シ ー エ ム ケ イ,ダ イ キ ン ⊥業 i人 和 鋼 管,東 ソー,G・
C・ イ ン タ ー一ナ シ ョナ ル,旭 硝 子,=三 菱 樹 脂 ・'. .商 一事,本 田技 研,目 本 圧
着 端r製 造,鐘 淵 化 学y日 本 ガ イ シ,日 東喧 工,味 の 素 ,日 本 パ ー カ ー,
松 一ド電 器 パ イ オ ニ ア,日 本 鋼 管,人 日本 イ ンキ ,テ ル モ,ト ヨ タ 自動 車,
人 日本 イ ンキ 化 学L業,ヤ マ ウ チ,YKKな ど(詳 し くは,拙 稿 『最近 の海 外
ll膿 投資 の桝 各と1体 企業の対EC進 出 につ いて』,r醗 、論叢第26巻,第3.4}},
1990年 を参照 され た い。)
な お す で にil堺 の120ヵ1玉1の 政 府 は代 表 団 を この ブ リュ ・ソセ ル に常 駐 さ
せ て い る。 そ の 人17は 約5000人 と も い わ れ て い る
。 そ の 他,ECに 認 可 さ
れ て 派 遣 さ れ て い る ジ ャー ナ リス トは約600人 と も い わ れ て い る
。EC委
員 会 の 指 事,指 令 を 正 し く受 け と め,そ れ ぞ れ の 出 身 国 に 報 告 す る
。 す で
に 「EC統 合/は 「EC合 州 国 」 型 経 済 連 合1刊 と い った 感 じで あ る
。
こ の ブ リュ ッセ ル で,あ る と き は,池 見 氏 と,椋 田 氏 とECの 状 況 に っ
い て 懇 談 した 。マ ー ス ト リ ヒ ト条 約 の 評 価 ,日 本 企 業 の進 出 状 況,EC機 関
の し くみ な ど につ い て 話 しあ っ た
。V・S・ ビ ッ シ ョ ル氏 と は 資 料 を 通 じ
て 意 見 交 換 を した。 こ こ で も基 本 課 題 は,マ ー ス トi)ヒ ト条 約 の 加 盟 各 国
の批 准 問 題 で あ り,改 め て こ の 条 約 を どの よ う に 受 け と め 発 展 させ るか に
あ っ た。 この 点 に つ い て,帰 国 して か ら ま と め た わ た く しの 「新EC論 一
マ ー ス ト リ ヒ ト条 約 の 性 格 と課 題 一 』(『 商経 論叢』 第28巻 第1号)を 参 照 さ
れ た い。 だ が こ こ で は 改 あ て,93年 のEC統 合 は な に を め ざ し
,行 動 す る
か を 次 の よ う に 整 理 した。
(2)欧 州統 合 へ の道 は厳 しいか
この1年 間欧 州 は,マ ー ス トリヒ ト条 約 で揺 れ た。6月2日 の デ ンマ ー
ク の国 民 投 票 は この 条 約 の 批 准 を 僅 少 差 で[1決 した。 こ の デ ンマ ー ク
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シ ョックが欧 州市 民 を覚 醒化 した。9月20日 の フ ラ ンスの国民投 票 の結 果
はT逆 に僅 少 差 で 可決 した。 英国 で は,下 院 が3票 の差 で,こ の条 約 を審
議 す る こ とを決 め た。 ドイ ツ議 会 は批 准 した。 だ が 市民 は,国 民投 票 を希
望 した。 英,独,仏 の 市民 の批 判 は強 い。一一方加 盟 中小 国 はす で に批 准 し
て い る。
批 准反 対 の理 由 に は,共 通 した ものが あ った。 第1は,単 一 通 貨制 度 に
組 み こまれ る ことに よ って経 済 セ権 を奪 わ れ る。 第2は,欧 州 市民 権 の導
入 によ り,加 盟 他 国 か らの移 住者 にFt治 権 を侵 害 され る。第3は,EC本 部
の官 僚 主義 の 支配 力 が 強 ま り,各 国 の政 策 決 定 権 を縮 小 され る。第4は
ECの 政策 決 定 過程 に市民 参 加権 を認 め て い ない こ とにあ る。 第5は ・ 加
盟 各国 の社 会 ・経済 格 差 を拡 大 しな いか とい う もの で あ った。
こ う した加 盟 国 の 市民 の批 判 は,9月 末 か ら10月 半 ば にか けて 行 った
ECの ア ンケー ト調 査結 果 に も反 映 され た。 この条約 の 支持 率 は43%に 過
ぎな か った。そ の後EC首 脳 は,一与論 の対 応 に狂 奔 した。最 終 的 には,去 る
10月11・12の 両 日,EC首 脳 の エ デ ィンバ ラ合 意 で 終 った。そ こで は,反
対派 に対 す る配慮 だ けで な く,加 盟 国 内部 の対 、アを回避 す るため に結 束 を
再確 認 した。 と くに デ ンマ ー クシ ョ ックに対 して 単一 通貨 や共 通 防衛 へ の
参加 免 除 を認 め た こ と,域 内低 開 発国 へ の格 差 是IE基 金 を7年 間 で151億
5000万ECUを 計 上 した こと,加 盟 各国 の決 定 権 を 尊 重 し,閣 僚理 事会 の
審議 の一部 を公 開 し,EC市 民 の ニ ー ズに答 え るとい う もの で あ った。
エ デ ィ ンバ ラ宣 言は,今 後 の欧 州連 合 条約 の 具体化 の た めの提 言で あ っ
た。私 な りに整理 す れば,ECは,「 完 成 」 「強化 」「拡 大」 の政 策 路線 を打
ち出 した点 にあ る。「完 成 」 とは,ECが85年 にだ した 「域 内 市場 白 潜」で
提 案 した従 来 まで の 市場 統 合 の阻 害 要因 で あ った282の 項 目(出 入国審 査の
廃 止,医 師,弁 護 七など資格の共通化,自 動屯の共通基準,政 府調達の開放,域 内輸
送の完全自由化,銀 行 ・保険業の自由化,付 加価値税の標準税率の15%化 など)の
うち90%以 上 の約260項[を 閣 僚理 事会 で採 択 し丁 年 内 に採 択 率95%に
す る。なん と3億4000万 人 の 単一・市場 が93年1月 か らス ター トす る。「強
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化 」 とは,90年 代 中 に通 貨統 合 を実現 す るため の各 国 の経 済 条件 の調 整 に
あ る。通貨 統 合 は たえ ず,難 問 にぶつ か る。92年 の秋 に起 った欧 州通 貨 危
機 は,欧 州 通 貨 制 度(EMS)の 為 替 相場 メ カニ ズム(ERM)か らポ ン ドと リ
ラの離脱 を余 儀 な くされ,EC通 貨 同 盟の 見通 しを 因難 に し
,通 貨 の 強 い
国 と弱 い国 の2つ の グル ー プに分 けて,強 い国 か ら通 貨 統 合 を進 め るべ き
だ とい う}張 も生 まれ たが,9月28日 のEC蔵 相理 事会 は二 段 階通 貨統 合
論 を拒 否 し,EMS堅 持 を確 認 した。恐 ら く,今 後 も通 貨危 機 にた えず 直面
しなが ら も,ECは,通 貨統 合 の参 加条 件(物 価L昇 率の抑制,財 政赤字の削
減 為替 レー トの低率,国 債利回 りの{氏率)を み たす政 策 調 整 を最 大 限 に努 力
し・ 単 一通 貨 制 度 へ の強 化 を め ざすで あ ろ う。 こ こに は難問 が あ る
。 各 国
の物価 の安 定,国 際収 支の均 衡 失 業率 の低 下 を どの よ うに図 か るか に あ
る。現 実 は厳 しい。ECI2ヵ 国 の失 業 ・者』数 合 計 は10月 で1460万 人,第2次
石油 危 機 に匹敵 す る。 平均 失業率9.8%,英,仏 ,独 で は10%台 を突 破 し
て い る。「拡 人」 とは,オ ー ス トリァ,ス ゥ ェー デ ン,フ ィ ンラ ン ド,ノ ル
ウ ェー一な どのEC加 盟問 題 で あ り,そ の加 盟交 渉 が93年 か らで あ り
,中 東
欧諸 国 の加 盟 問題 も討議 され る。ECの 「完 成 」「強 化 」「拡 人」政 策 は内 と
外 の厳 しい試 練 に ど うた え るか にあ ろ う。
5ボ ン市 とボ ン大学での討論のこと
「9月6日(日),海 道 教 授 の友 人,F .C.Heng氏 の 紹 介 で ホ テ ル モ ー
ツ ア ル ト滞 在 。晴,朝8時 起 床 ,午 前 中,ボ ン市 内 見 学 。午 後2時45分,
ホ テ ル に 戻 る。 ボ ン大 学 で の 資 料 整 理 ,午 後3時30分,F.C.Heng氏 と
打 合 せ 。 ボ ン市 内 を 案 内 して 貰 う。 午 後8時 ホ テ ル で 資 料 整 理 ,問 題 点
の 検 討 。 午 後ll時 就 寝 。
9月7日(月)a曇,午 前 中yボ ン大 学 訪 問
,日 本 研 究 所 見 学 。 午 後3
時30分 ボ ン大 学 国 際 経 済 政 策 研 究 所(lnstituteFurlnternationalwirtsch-
aftspolitik)の 所 長 で あ るM .J.M.ノ イ マ ン(Neumann)教 授 と懇 談 。 典
型 的 ドイ ツ人 の 発 想 を 示 した ひ と だ と思 う。 あ と 大 学 周 辺 を 散 歩 。 先 端
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で あ り,
1949年 ドイ ッが東 西 両 ドイ ッに分 裂 した と き,西 ドイ ツ連 邦 議 会 は,ボ ン
を 首都 と した ので あ る。1990年10月 東 西 ドイ ツ統 一 後 連 邦議 会 は,激 論
の末,首 都 を ボ ンか らベ ル リ ンに移 す こ とを決 め た。 まだ いっ 移 す か は決
め て いな い。 多分2001年 以 後 で あ る と もいわ れ て い る。
1日1{∫ボ ンは ライ ン川左 岸 の低地 の 丘の ヒに位 置 し,1969年,南 部 のバ ー
ト ・ゴー デ スベ ル ク な ど周辺 町 村 を 合 併 し,当 初 の 首村(Hauptdorf)で
あ った まちが,ラ イ ン両岸 に 市域 を拡 人 し,49年 の 首都 か ら名 実 と もに 首
都(Hauptstadt)に な り,政 治 ・行 政 都 市で あ り,閑 静 な住宅 都 市で もあ
る。 一 方 セ メ ン ト,製 薬,化 学,軽 金属 な どの産 業 も有 名 で あ り,L業 都
市 の顔 を もって い る。 だ が ヘ ン氏 に車 で案 内 されて み た限 りで は,連 邦議
会,政 府 諸機 関,大 統 領 官邸,首 相官 邸,議 員会 館 な どの偉 容 な建物 が,
旧 市の 南方 にあ た る ライ ン川 左岸 沿 い に,lf%んで い た。 旧 市の 南 西部 にあ た
るポ ・ソペル ス トル フに は,バ ロ ック様 式 の城 館 が あ り,奇 麗 な植 物 園 や ボ
ン大学 の理 科 系 の施 設 が集 って お り,緑 に囲 まれ たバ ロ ック風 の建 物 が鮮
か な色 彩 を放 って い る。 この周 辺 に は,高 級 住 宅 が,rち 並 ん で い る・
わ た く したち が,ボ ンの駅 の プ ラ ッ トホ ー ムか ら駅 前 に 至 る地 下道 を歩
いて駅 前に 出 る途 中,暗 く,薄 汚 れ た壁,散 乱 して い た紙 屑 をみ た と き,
ど う して 首都 の玄 関 に当 る駅 を きれ いに しな いの で あ ろ うか と疑 らた。 首
都 の玄 関 を きれ い に しな い ボ ン市 の行政 に不 満 を もった。 ベ ー トー ヴ ェ ン
の生 家(TheBecthovenHaulInBonn)を 見学 した と き,ゆ か りあ るべ 一
トー ヴェ ンの コ レク シ ョ ンに一 時心 を奪 わ れ た が,き わ めて 質 素 な生 家 で
あ る。街 並 み もいた って 平 凡で あ り,人 口30万 とい う と神奈 川 県 の藤 沢 市
に あ た る。 街 な み は,藤 沢ll∫の 方 が新 し く,明 る くきれ いで あ る。
技術 関 係 企業 の コ ンサ ル タ ン トで あ るヘ ン氏,海 道 氏 も同道。 午 後6時
に 市内 の中 国料 理店 で会 食。 ノイ マ ン教 授 との討 議 の内容 を整 理 す る。
午 後8時30分 ホテ ル に帰 る。 午後11時 就 寝。」
わ た くしに と って ボ ンは初 めて の訪 問 で あ る。 ドイ ツ連 邦 共 和国 の 首都
人 口約30万 のa都 で あ る。 一 方 東 西冷 戦 下 の まち で もあ った。
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ヘ ン氏 の案 内 で,ボ ン市の あ ち ら こち らを よ く歩 い た。1日4時 間近 く
は歩 いた。
ボ ン市 内 を散策 してか ら,足 が くた くた に な った あ と,メ モ にか い た ボ
ン大学 の国 際経 済 政 策研 究 所 を訪 ね た。 ヘ ン氏 の力 添 え と通 訳 によ って 多
忙 な所 長 との 討論 が うま く運 ん だ。
私 た ち はSま え もって,海 道 教 授 の若 い友 人 エ リケ ・メナ ー さん の紹 介
で・M・J・M・ ノ イマ ン教 授 にお手 紙 を 出 し,心 よい返 事を え た。 そ の経 過
を ドイ ツ語 で示 し,次 の よ うな 一ド要 課題 を送 ってお い た。
ボ ン大学 における シンポ ジウムの主要課題
1ボ ン人学 は教 育 方 針 の ポ イ ン トを ど こにお い て い るか。
2大 学 の応 用 経 済 学 に お け る経 済 理 論 と現 状 分 析 とを どの よ うに教 え て
い るか。
3応 用 経 済 学 に と って甫 要 な こ と は,経 済 の現状 を 正 し く把 握 す る こ と
に あ る。 この点 を 大学 で どの よ うに教 え て い るか。
4マ ー ス ト リヒ ト(Maastright)条 約 を どの よ うに評価 す るか。
5ECUと マル ク との関係 を どのよ うに把握 して い るか。
6ECの 中で ドイ ッを どの よ うに位 置 づ けて い るの か。
7世 界経 済 の 中 で ドイ ツ経 済 の発展 を どの よ うに位 置 づ け て い るのか。
8私 た ち は冷 戦後 の 世 界 の課 題 は,南 北 問題 と地 球 環 境 保 全 の問 題 で あ
る と考 え る。 この点,ボ ン大 学 の 応 用経 済学 部 で は どの よ うに考 えて い
るか。
9日 本 とECと の友 好 関係,ド イ ッ と 日本 の友 好 関係 を どの よ うに構 築
した らよ い と思 い ます か。
10最 後 に,ボ ン大 学 の学生 生 活 と教 授 の生 活 を お知 らせ 下 さい。 ま た,
私 た ち神 奈川 大 学 経 済学 部 とボ ン大学 の応用 経 済学 部 の交 流 を図 りた い
と思 い ます が,い か が で しょ うか。
1992年8月
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li本 ・神奈川大学経済学一部長
清 水 嘉 治
以 上 の お ね が い 文 と課 題 に っ い て の ドイ ツ語訳(海 道勝 稔氏 による)を 次






















































こ の 設 問 に 対 して ノ イ マ ン教 授 の 回 答 を 中 心 に 整 理 し た 。 途 中 こ ち ら か
らの 意 見 を 述 べ,討 議 を し た 部 分 は 一 部 を 紹 介 し他 は 省 略 した 。 な お,通
訳 は,F.C.Heng氏 に お 願 い し た 。
第1の 設 問 に 対 し て,ボ ン 大 学 は 自 由 と 自 治 の 精 神 を 貫 徹 さ せ る こ と に
あ る 。 そ れ は 具 体 的 に は 教 授 会,委 員 会 の 自 主 的 民'↑こ的 運 営 を 通 し て な さ
れ る 。 と く に 強 調 し て い た の は ドイ ツ 憲 法 で,大 学 の 自 由,自 治 を 保 証 し,
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一 切 の外 部 の介 入 を排 除 して い る とい う点 で あ る。 した が って 自由 の保 障
は同時 に 自律 の 責任 と 自治 の厳 しさを伴 うこ とに あ る。
第2の 設 問 に対 して は,経 済学 部 の学 生 は,理 論 経 済学 を身 にっ け る。
したが って計 量経 済 学,マ ク ロ経 済学,ミ ク ロ経 済学,金 融論,オ ペ レー
シ ョン リサ ー チ ゲ ー ムの理論 な どを徹底 的 に習得 す る。50人 前後 の学 生 に
7人 の教授 と25か ら30人 の助 教授(助 手を含む)が 指 導 にあ た って い る と
い う。 理論 を重 点 に国民 経 済 分 析 もで き るよ うに教授 して い る とい う。経
済 学部 の学 生 は ゼ ミ中心 で,現 状 分 析 で は,例 え ば,「EC統 合 の経 済 政
策 」「ドイ ツの経 済 政策 の あ り方」な ど現状 分 析 の問 題解 決 の ため に理論 を
身 にっ け る とい うので あ る。
第3の 設 問 に対 して は こ うで あ る。r油 市場 経 済 を 前提 に して 教 育 す
る。 市場 経 済 か ら発 生 す る失 業,貧 困 対策 にっ い て は,社 会政 策 分野 で担
当 す る とい う。 市場 と計 画 につ い て の議論 に な った と き,市 場 経 済 を 前提
に計 画経 済 の 問 題 を 考 え て い る とい う。 さ らに私 が1980年 代 の西 ドイ ツ
の社 会 市場 原理 に つ いて質 問 す る と,そ の 点 は ドイ ツ経 済 の メ リッ トで あ
り,ド イ ツ経 済 の動 きの 中 で,分 析 して い ると い う。 そ こで も社 会経 済 の
原 理 を重視 して教 育 して い る。
第4の 設 問 につ いて は こ う答 え た。「わ た く しは,『 マ ー ス トリヒ ト条 約』
につ い て は反対 す る,な ぜ な らば,各 国 の経 済 主権,と くに通貨 同盟 にお
け る各 国 のti=を 奪 うか らだ。 さ らにECの 官 僚 一セ義 が各 国 の 自由 市場経
済 を制 限す るか らだ」 とい う。 わ た く しは これ に対 して反 論 した。第1に
1958年 にECが 発 足 した基 本 原 理 は,ヨ ー ロ ッパ人 が戦 争 を根絶 し,平 和
を創 造 す るた あ に は,国 境(国 家k義 の制限)を な く し,n由 市場 を作 り,
共 同 体 で管 理 して い こ う と い う こ とに あ った。 ロ ー マ条 約 の改 訂 で あ る
マ ー ス トリヒ ト条 約 の原理 も こ こにあ り,12ヵ 国 が 単一 市場,単 一 通 貨 を
実 現 す る こ と に よ って新 しい ヨ ー ロ ッパ を創 造 す る こ とに な った。 した
が って 加 盟各 国 は,悪 しき国家 丁義,保 護t義 を制 限 し,共 同体 の利 益 を
優 先 しよ うとい うので あ る。 この点 わ た く しの意 見 に対 して ノイマ ン教 授
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は,ECの 中 の ドイ ツよ りも,ド イ ッに よ るECと い う発 想 を 強 くだ した。
第2にEC宮 僚i†義,EC共 同 主権 の問題 は,加 盟各 国 のECへ の参 加 を積
極 的 に進 め,欧 州議 会 に 市民 代 表 を送 り,市 民 参 加 を実 質 的 に保 障 す る こ
とに よ って解 決 す べ きで あ る。 こ う した わ た く しの}三張 に ノイ マ ン教 授
は,あ ま り答 え た くな い よ うだ った。
私 た ちは相 亘の 立場 の違 い を尊 霞 して 終 った。
第5の 設 問 に対 して は こ うで あ る。 彼 は 共通 通 貨ECUに 反 対 で あ り,
必 要 ない とい う。 第4の 解 答 か ら当然 の婦 結 で あ る。 彼 はaド イ ッの安 定
した マ ル クを放 棄 す る こ と は馬 鹿 な話 で あ る とい う。 した が って97年 に
EC中 央銀 行設 、γに も反 対 で あ る。 問題 は,現 在ECの 発 行 して い る公 的
ECUと 私 的ECUの 役割 と違 った 単一 通 貨ECUを 発 行 す るか らマ ル クを
放棄 す る とい う単純 な問 題 で はな いの で あ る。 加 盟 国 の物価 の安 定,国 際
収 支の安 定,為 替相 場 の安定,財 政 赤 字 の解 消}な どの政策 努 力 をす る こ
とに よ って,単 一通 貨 へ の道 を模索 す る ので あ って,ド イ ツの マ ル ク もそ
う した方 針 に添 ってECUに 発 展 させ るな らば 強 い マ ル クか ら強 いECU
にな るので あ る。 この点 も理 解 をえ られ なか った。
第6の 設 問 に対 して は,経 済構 造 が 上部構 造 を決 定 す る とい う。 長 期 的
にみ て,ド イ ツの経 済 力 が 他 のEC加 盟 国 に対 して も凌駕 す る。 だ が統 一
ドイ ッはa名 実 と もに力量 を 発揮 す る には20年 かか ると い う。1日東 ドイ ツ
の再 建 は少 く と も20年 以 上か か る と い う。 旧東 西 ドイツ人 の深 層 心 理 は
複 雑 で,統 … して も相 互に憎 しみ合 って い る。 同 じ民 族 の中 に,異 質 の体
制 の イ ンパ ク トなの か,相 互 に区別 の感 情 を な くさ な い限 り,真 の統 一 は
な い とい う。 ドイ ッはECに 対 等 に協 力す る。 だ が,今 後 欧州 の大 きな問
題 は,ロ シア,東 欧 の再 建 な く してECも ドイ ッの経 済 発 展 は な い。 この
点 は賛成 で あ る。 この点,第7の 設 問 も合 せ て答 え られ た。 こ こで のわ た
く しの考 え は遠 慮 した。
第8の 設 問 につ いて は,先 進 国 に よ る途 上国 へ の積 極 的経 済 援 助 と途 上
国 の 自 ウ1化を条 件 づ け て い くべ きで あ る し,地 球環 境 問 題 につ い て は市 場
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経 済 の発 展 の中 で解決 す べ きで あ る とい った の に とど ま り・ 具体 的 に どの
よ うな 手法 で対 応す るか につ いて はふ れ なか った。 また南 北格 差 につ い て
も ドイ ツの 利益 を前提 に解決 した い とっ け加 え たの に少 し気 にな った。20
年 後 に北 ア フ リカが,世 界経 済 の 中で 大 きな比重 を 占 め る とい う。 ボ ン大
学 の応 用 経 済 学 に お いて も,こ う した 問 題 を取 り一Lげて い る とい うの に
留 った。
第9の 設 問 にっ いて は,ヒ 体 の輸1娼中心 犠,1000億 ドル以 上 の黒 字 は
異常 で あ る とい った。 当然 の発r=rで あ る。 もち ろん ア メ リカ は,生 産 性 を
向Lし,日 本 に積 極 的 に輸 出攻勢 策 を図 るべ きで あ る し,ド イ ツ も 目本 へ
の輪 出 を活 発 に し,日 独 友好 関 係 を積 極 的 に進 め るべ きで・ 日本 の非 関税
障 壁 を 問題 に し,ECと 米 国 で,日 本 の一 方 的輸 出黒 字 に対 して は,自 らの
力 をっ けなが ら,圧 力を か け るべ きだ とい う・
第10の 設 問 に対 して,大 学 は,4年 か ら6年 か けて経 済 学 を 習得 し,各
科 目の うち5科 目の ゼ ミナ ー ル を と る こ と,ゼ ミの論 文 を義 務 づ け て い
る。修1=コ ー スにつ い て は,英 国 のLSE,米 国 の イ ンデ ィアナ大学 と 日本
で い う単位 互換 制 度 を と って い る とい う。 ゼ ミナ ー ル中心 の コー スを電 視
し,中 小 規模講 義 を徹 底化 して い る よ うで あ る。 自分 の研 究 は,午 前8時
か ら午後8時 まで で あ る とい う。学 生 は,自 由 にそ れ ぞれ の コー スを選択
して学 習 して い る。教 授 は週4コ マ を担 当 し,シ ラバ スに もとつ いて講義
して い る とい う。 神 大 との交 流 につ い て は個 人,共 同 で積 み あげ,相 一互に
交流 で きる こ とか ら実 施 した い。 語学 問 題 な ど もあ り,と くに ボ ン大学 で
は,日 本語 が で きる方が 少 な い。 こん な問 題 を どの よ うに一克服 して い くか
を 考え て い きた い。 ボ ン大学 と神 大 の学 術 交 流 は,も っ と相 互 に研究 上 の
蓄積 を必 要 とす る と思 った。
この討論 は,有 意 義 だ った。 多忙 な ノイ マ ン教 授 はTっ ぎの会 議 が あ る
との こ とで,約1時 間30分 で討 議 を終 えた。
この あ と,ヘ ン さん の 案 内 で ライ ン河 を見 下 ろす 小 さ な丘 の1角 の ス
ナ ックで,3人 は コー ヒーを飲 んで,お 互 い に討 論 の整理 を した。わ た く し
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は・ ノ イ マ ン教 授 を 小 さ な頑 固 さを も っ た 国 家 宅 義 者 だ と思 っ た
。 同 時 に
新 し い 自 由 主義 的 経 済 学 者 だ と思 った 。 後 者 の考 え は,ミ ー ゼ スの 経 済 学
に か な り心 酔 して い る か らだ と思 った。
この ボ ン大 学(RheinisheFriedrich-Wilhelms-UniversitatBonn)は
}名 実
と も に 綜 合 人 学 で あ る。 お こ り は1777年 の ケ ル ンの 大 司 教 に よ って 設 立
さ れ た ア カ デ ミー(哲 学 専門学 校)に さか の ぼ り,1786,当 時 の 政 府 か ら人
学 と して 認 口∫さ れ た と い う。専 門 家 の話 に よ る と,18世 紀 末 ナ ポ レオ ン軍
の 侵 入 に よ り,1時 閉 鎖 を う け た が ,プ ロ イセ ンに よ って 併 合 さ れ た1818
年 ウ ィル ヘ ル ム3世 に よ って ベ ル リ ン大 学 に学 ん で 再 興 さ れ た と い わ れ て
い る。 新 しい 大 学 と して再 出 発 し,教 授 陣 と して 経 済 学 の か 一ル ・ア ル ン
ト(KArnd,1788～1877)a神 学 の カ ー ル ・ク レー メ ン(C .Clemen,1865～
1940),[+1代 史 の ニ ー ブ ー ル(BG .Neebuhr,1776～1831),物 理 学 の ヘ ル ツ(G
Herty,1887～),生 理 学 の ミュ ラ ー(J .P.Muller1801～1858)ら が 活 躍 し た
。
マ ル ク ス,シ ュ ン ペ ー一タ ー も,こ の ボ ン大 学 で学 ん だ 。1934年 に,7学 部
体 制(神 学 ・カ トリック神学,法 学,医 学,哲 学,数 学,r1然 科学,農 学)と な り ,
ベ ル リ ンに次 い で 学 問 の 殿 堂 を 形 成 した と い わ れ る
。1992年 現 在,学 生 数
は4万5,000人,教 員 数1600人 と い わ れ て い る。現 在 法 学 部 は,早 大 法 学
部 と姉 妹 校 を 結 ん で い る と い わ れ る。
私 た ち は,9月8日(火)ボ ンの ホ テ ル ・モ ー ッ ア ル トと別 れ,ベ ル リ ン
に 飛 ん だ 。 テ ー ゲ ル 空 港 か ら タ ク シ ー で ホ テ ル ・グ ラ フ ピ ュ ク ラ ー に 着
く。 午 後3時 フ リー ド リ ッ ヒ ス トラ ッセ へ 行 く。 統 一 ドイ ッ後 の ベ ル リ ン
を 海 道 教 授 と散 索 した 。 旧 東 ベ ル リ ンに あ るペ ル ガ モ 美 術 館 を み る
。 トル
コ の ペ ル ガ モ か ら 巨 大 な 占代 の 巨像
,寺 院 を よ く運 ん だ もの だ と思 っ た。
ペ ル ガ モ 博 物 館 か ら ブ ラ ン デ ン ブ ル グ門 ま で 歩 く
。 こ の 門 近 くで ロ シ ヤ 人
が 冠 帽 や 勲 章 を 露 店 で売 って い た の に少 し驚 い た 。 統 一 後 の 旧 東 ベ ル リ ン
の ま ち は ま だ 暗 い 。 旧 西 ドイ ツ,フ ラ ン ス,イ タ リア,イ ギ リス の 資 本 が
進 出 し,大 通 り の 両 側 の 店 を飾 って い るが,や は り質 素 で あ る。 こ の 日,
散 索 中,1日 フ ンボ ル ト人 学 へ 行 く。 休 み の せ い か 閑 静 そ の もの で あ る。 大
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学 に入 る途 中,女 子 学 生 に 尋 ね る。 フ ンボ ル ト大学 の カ リキ ュ ラ ム に つ い
て き く と,早 速1冊 の 本,『 ドイ ッ連 邦 共 和 国 の 高 等 教 育 制 度 の 学i=過 程 』
(DeutscherAkademischerAustauschdienst-GermanAcademicExchangeSer-
vice編 集)を くれ た 。内 容 を み る と,ベ ル リ ン 自由 大 学 の カ リキ ラ ム に よ く
似 て い る。 マ ル ク ス ・レー ニ ン}義 の フ ンボ ル ト大 学 は 大 き く変 わ り,自
由 大 学 化 して い る。 午 後8時 ホ テ ル に帰 り,1日 ベ ル リ ンの 変 貌 に つ い て 海
道 氏 と討 議 す る。
「9月g日(水)晴,8時 起 床 。 ベ ル リ ン市 内 の 駅 か ら電 車 で ポ ッ ダ
ム に行 く。 ポ ツ ダ ム駅 か ら タ ク シ ー で20分,公 園 に 行 く。途 中 占び た
住 宅 団 地 を み る。 タ ク シ ー の運 転 手 は い う。『市 場 経 済 に 入 って,ま ず
稼 ぐ こ とだ 』 と。 公 園 は飾 り気 な く,落 ち 着 い た 自 然 を 生 か した 公 園
で あ る。 と に か く忙 しい 旅 で あ る。 以 下 省 略 。」
6さ い ご に一 一 再 び ロン ドンでECを 考 え る一 一
「9月10日 午後13時20分 ロ ン ドン到 着 。15時40分 ペ ンク ラブに着 く。
9月13〕 帰 日の た め に,ヨ ー ロ ッパ学 術 紀 行 の 整理 をす る。9月11日 に
は,午 前 中 に丸紅 欧 州総 局 本 部,野 村証 券 欧州 本部 な どを訪 問 し,目 本 企
業 のEC進 出状 況 にっ いて き き,わ た く し自身 が2年 前,ロ ン ドンで調 査
した と きの問題 点 と比 較 しっっ 整鯉 した。 その あ と改 め てJETROの 神奈
川 県事 務 所 で の懇 談 会 お よ び ロ ン ドンで え た資料 な どを ま とめ た」(わ た く
しのメモより)
ヨー ロ ッパ へ の 日系 企 業 の進 出数 は1992年9月 現 在2858社 で あ り,神
奈 川 県 に本 社 を お く進 出企 業 は149社 で あ る。2858社 の うち,英 国 へ の進
出企 業 は812社,ド イ ッ561社,オ ラ ンダ342社,ア メ リカ318社,イ タ
リア155社,ス ペ イ ン121社 な どの順 で あ り,最 近 の 市場統 合 を に らん だ
新 規進 出企 業 は,不 況 の影響 もあ って,一 段 落 した といわ れ る。 目本 企業
のEC地 域 へ の進 出 は,1980年 代 後 半,怒 濤 の よ うにお こ り,85年 の 「EC
域 内 白書 」 が発 表 され てか ら,1992年 統 合 市場 が形 成 され ると,ECに ト
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リデが 築 か れ るか ら,そ れ以 前 に進 出 してお こ うとい う動 きにな った とい
う。一 面 で はそ うで あ るが,1985年 に 日本 が 世 界一 の債 権 大国 に な った こ
とと同年 ア メ リカが 世界 一 の債 務 国 にな った背 景 の 中 で論 じるべ きで あ ろ
う。
最 近 の 日本 企 業 のEC現 地 化 の動 きは,現 地部 品調 達 率 の 向 上,R&D拠
点 の設 置,デ ザ イ ンセ ンターの 設置,現 地 の職 員,労 働 者 を採 用 した こ と
が特 徴的 で あ る。 一 方,国 際 不況 下 で,証 券 会 社,銀 行 の一 部 は事務 所 閉
鎖 や徹退 を余 儀 な くされ た。 前述 した よ うに英国 へ の 日系企 業等 の進 出が
トップで あ る とい う理 由 は こ うで あ る。 英 国政 府 が 国 内 企業 の低 成 長 を 克
服 す るひ とっ の政 策一一そ れ はサ ッチ ャー・政 策 の延長 線 ヒにあ るわ けだ が
と して・ 外 国 企 業誘 致 に積 極 的 姿勢 を示 した こ と,さ らに産 業界,労
働組 合,野 党 労 働党 な ど も,雇 用 吸収 力 を強 化 す る とい う理 由か ら日本 企
業 の歓迎 姿勢 を と った ことに よ る。ま た 日本 と比 べ て安 価 な労 働 力 ,金 融
通 信,輸 送 な どの イ ンフ ラ ス トラ クチ ャー一が 充実 して い る こと,部 品産 業
の水準 が 高 い こ と,語 学 の高利 用 度 な どを あ げ る こ とが で き る。 だ が他 方
で,英 国 の 高金 利,不 況 に よ る販売 不振,一 …部現 地 調達 部 品 の質 の悪 さ,
原 材 料 の品 質 の低 下,秀 れ た人 材 の 育成 が 困 難 で あ る こ と,異 質 文 化 の消
化 力 が 不C7r能 で あ る こと。現地 の地 域 文化,現 地 市民 との共存 性,共 働 挫,
共 有性 を充 分 に もっ ことが で きな い こ とな ど,依 然 と して 問題 点 が 多 い。
さい ごに,私 た ちは,改 あて ロ ン ドン人学 ,ボ ン大学 で の中小 規 模 教 育,
教 科 の 多様 性,ゼ ミナ ール の強 化,学 生 との一 貫 した教 育,研 究 者 の研 究
集 中 と研 究 者の ゆ と りな どを感 じた。 こん ご 専門教 科 を基 礎 に ヨー ロ ・ソバ
社 会 の担 い 手を作 って い くことに改 め て感 心 した。 さい ごに ロ ン ドン大学
のLSE,SOASの 先生 方,EC本 部 の方 々,ボ ン大学 の関係 者,ジ ェ トロ神
奈 川 県 事務 所 の方 か ら資料 の提供 を うけ,心 か ら感 謝 す る次 第 で あ る。 こ
の場 を か りて お礼 を申 し1二げた い(1993年 ユ∫」1011脱 稿)。
注(1)TreatyonEuropeanUnion,Maastright,1992 .1992年12月9…12日,オ
iO)
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ラ ンダの 占都 と もいわれ るマー一ス トリヒ トでEC首 脳 会議 が開か れ,1957年
12月 末 に1館 し,58年ulか ら鋤 した ・一マ条約(EC憲 法248条 か らな
る)の 改1}三に1臆 した.1985fiこ[Eql膚1で 強 調 さ 才した92{弾 一…陽 にll・ユ
け て の 障 害 一事 項 を92年 に まで 取 り除 く と い う政 策 を 前 提 に し,90年 代 の 世
界 の経 済 社 会 変 動 に 対 応 す る た あ に ロ ー マ条 約 を 改 正 し,新EC憲 法(マ ー ス
団 ヒ ト条 約 ・.欧州 齢 鄭 」)を 作 った の で あ る.92年2/]にEC力II盟 国 は
調 印 した.こ の 晒 容 はT単 市 場 の 完 成 舳 提1こ ・欧 州 國r眠 権 の設 憲99年
ま で に 欧 州 中 央 銀 行(ECB)を 設 ウ1し,EC単 一一一通 貨ECUを 発 行 す る こ とを
目標 に して い る.だ が92イ1こ 胡 川 加 盟 国 の 中 で ・血吏も経 洲 鞭 の 良 好 な デ
ンマ ー一クが,国 民 投 票 の 結 果,僅 少 差 で批 准 を拒 否 した。 そ こで ・改 め て デ ン
マ ー ク ・シ ョ ッ クが他 の1モ要 加 盟 国 で あ る フ ラ ン ス,ド イ ツ,イ ギ リ スで 国
民 の 間 で 大 問 題 に な った の で あ る。
と こ ろ で オ ラ ン ダの 小 都 市 マ ー ス ト1比 トは,ど ん な都 儒 の か ・ ・1∫代
ロ ー マ 人 が,ま ちの 中 央 の マ … ス川 の 渡 し場 と して 建 設 さ れ た オ ラ ン ダ で最
{)占 い 街 で あ る。 この ま ち の 東 は ドイツ,西 は ベ ル ギ ー に接 す る リ ンブ ル ク
州 にあ る、,オラ ン ダ最 占 の ま ちの 門 に あ た る の が地 獄 の 門(Helport)で あ り,
っ ぎに魔 女 の 角(Ileksenhockノ,5っ の頭(Devi.jtKoppen),嫌 悪 と嫉 妬
(IlaetendeNiloな ど殿 りな 偏 包を も った 名llll・)城跡 や 水 門 ・ 要'塞の 塔 な
どが ぐ る り と街 を 囲 ん で い る、,少 し蛇 足 め くが,地 獄 の 門 で は な い が デ ン
?一 ク ・シ ョ ・ソク の 門 を通 って,な ん とか 魔 女の 角 を フ ラ ン ス ・パ スで ま も
り,中 小 国 の5の1・ 」を う ま 糊 り抜 け,こ の マ 条 緑 ま一 眠 ・嫌 悪 と嫉 妬 に 会
い,ど うや ら小 ・極 楽 のf"」 を 出 よう と して い る ・ い ま や よ く出 た もの だ と
思〆,た り もす る。 こ う した 中 世の 城 壁 の あ る1量f風な ま ち が マ ー ス トリ ヒ トの
ま ち な の で あ る。 な ぜ この ま ち を え らん だ の か は,ブ リュ ッセ ル に近 い 占風
で 閑 静 な ま ち で,何 に もの に も左 右 され な い の で は な いか と い う こ と に あ る
の で は な か った か と推 測 さ れ て い る、、2年 前,わ た く しは ベ ル ギ ー の リン ブ ル
グ州 の知 事(神 奈 川 県 の ロ ン ドン事 務 所 の 関 係)に お 会 い し,こ の ま ち の こ と
を き い た 記 憶 が あ る.だ か ら馴 染 み 深 い.す で に93{1こ 用 か ら新 しい 統 一'
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本研究 ノー トは,1992年 度経済学部教授 会で承認 され た共同研究(海 道教授 ,山 本通教授,た
だ し山本教授 は現地調 査に所川 のため参加で きなか った)の 報告書であ る
。
なお・1992x#=10にLSE本 剖1は,わ た くしに,93～ 聯 の1,SEの 資料を送 って きた.改 め
て,こ こにお礼 を申 し ヒげたい,,
